旧 torage NS の共有領域を管理する 


3 iStorage NS の共有領域を管理する 


♦ シヤドウ コピー 

♦ ユーザーが使用できる容量を制限する 

♦ ファイルのあ張子で書き込みを制限する 

♦ ディスク使用状況のレポートを作成する 

♦ 複数サーバーの共有フォルダを統合する (DFS) 

♦ デイスクスペースを有劾活用する 


89 




旧 torage NS の共有領域を管理する 


3.1 シヤドウコピー 

ユーザーがローカルのコンピュータ上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に保存さ 
れるため、ゴミ箱を空にしない限り、削除したファイルを後から元に戻すことができます。しかし、ネッ 
トワーク経由でサーバー上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に残らないため、ファ 
イルを元の状態に戻すことができません。しかし、シャドウコピーサービスを利用すると、サーバー上に 
保存しているファイルを削除した場合、これらをある時点の状態まで戻すことが可能となります。 

シャドウコピーサービスは、ある時点でのボリュームの状態のコピーを保存しておく機能です。ユーザ 
一がサーバー上のファイルを元の状態に戻したい場合、管理者が復元操作を行なう必要はありません。ク 
ライアントコンピュータからネットワーク共有したサーバー上のファイルに巧してユーザー自身が復元操 
作を行なうことができます。 

シャドウコピーサービスはスケジューリング機能を持っています。ご使用の環境やファイルの利用ホを 
などに基づいてシャドウコピーの作成をスケジューリングし、一をのタイミングで自動的にシャドウコピ 
一を作成することができます。 
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3.1.1 ボリュームシャドウコピーの動作 

シャドウコピーサービスは、サーバー上の特定のファイルに巧してシャドウコピーを作成するのではな 
く、ボリューム全体のシャドウコピーを作成します。 

シャドウコピーは、最後に作成されたシャドウコピーから変更があったブロックレベルのコピーを作成 
します。ファイル全体ではなく変更部分のみがコピーされるため、シャドウコピーのために使用されるデ 
ィスク容量は、現時点でのファイルサイズと同じとは限りません。 

シャドウコピーが{ま用するディスクの最大サイズは、既定ではコピー巧をであるボリュームの10%に設 
定されています。シャドウコピーの巧用ディスクを量が最大値に達した場合は、最も古いシャドウコピー 
が削除されます。また、1つのボリュームで作成されるシャドウコピーの最大数は64個（ん注）ですので、 
ディスク使用量が最大値に達していなくても、65個目のシャドウコピーが作成された場合、最も古いシャ 
ドウコピーが削除されます。 


广注） 

既をでは、最大数は64ですが、レジストリを編集することですベてのボリュームで共通の最大数を設定 
することができます。設定手順については、本書の [3.1. 7.2 シャドウコピーを世代数で管理するホ法につ 
いて】を参照してください。 


シャドウコピーサービスは圧縮ファイルや暗号化ファイルにも巧応しています。また、ファイルに設定 
されたアクセス許可も保持しますので、ファイルを復元した場合、な前と同じアクセス許可が割り当てら 
れます。しかし削除したファイルを復元する場合は、そのファイルにはフォルダの既定のアクセス許可 
が設定されます。 


r 


V 


【注意】シャドウコピーのデータは一時的なものと認識してください。シャドウコピーの巧用 
ディスクを量が設定した最大ディスクを量に達した場合、もしくは、シャドウコピー 
の数が既定では65個に達した場合、最も古いシャドウコピーが削除されます。そのた 
め、シャドウコピーを有効にしても通常のバックアップ作業は必要です。大切なデー 
夕については、バックアップソフトウエアを{まってバックアップするようにお願いし 
ます。 


A 


J 


r - 

【注意】シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 

k ぶ 
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3.1.2 シャドウコピーの設定 

シャドウコピーの 設をを行なう際、な下をみ定する必要があります ので、 運用環境や ファイルの 利用が 
況などから事前に検討してください。 

• シャドウコピ'—を有効にするボリュ'—ム 
. シャドウコピーのために確保するディスク領也で 
• シャドウコピ'—を保存するボリュ ■ —ム 
. シャドウコピー作成のスケジュール 

3.1.2.1 シャドウコピ' —を有効にするボリュ' ーム 

シャドウコピーは、サーバー上にあるユーザーのファイルを保持しているボリュームに巧して有効にし 
てください。システム領域を含むボリューム、仮想、メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボ 
リュームでは、シャドウコピーを有効にしないでください。 

シャ ドウ コピーは NTFS ボリュームのみに対応しています。 FAT ボリュームでは動作しません。 

【注意】共有フォルダのシャドウコピーに巧用するボリュームを最適化（デフラグ）す 
る場合、フォーマット時にクラスタアロケーションュニットサイズを 16KB な 
上に設定してください。 

V y) 

3.1.2.2 シャドウコピーのためのディスク領域 

シャドウコピーが有効になっているボリューム上では、シャドウコピーのためのディスク領域が設定さ 
れます。この領域はシャドウコピーでバックアップするデータを格納する領巧で、既をではそのボリュー 
ムの10%が設定されます。シャドウコピーによるバックアップ量が増え、この領域の巧用率が100%に 
達した場合は、新しいシャドウコピーのための空き領域を確保するため、古いシャドウコピーから順次自 
動で削除されます。したがって、そのボリュームに巧して更巧される頻度（更新量）が多い場合や保持した 
V、世代数を多く取りたい場合は、あらかじめその領域を増やす必要があります。 
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3.1.2.3 シャドウコピ'—を保存するボリュ'ーム 

シャドウコピーを保存するボリュームは、既をでは ソース ボリューム（コピー対象のユーザーデータが 
保をされているボリューム）と同じボリュームですが、同じサーバー上の別のボリュームに変更すること 
ができます。例えば、ユーザーデータが F :¥ に保存されている場合、 G :¥ などの別のボリュームにシャド 
ウコピー保存のための専用ボリュームを指定するという運用が可能です。 

【注意】シャドウコピーを保存するボリュームを別ボリュームに変更するとパフオーマン 
スが向上します。更新量の多いファイルサーバーの場合は、このような運用をお 
勧めいたします。 

V J 


3.1.2.4 シャドウコピー作成のスケジュール 

シャドウコピーはスケジューリング機能を持っているため、定期的にシャドウコピーを作成することが 
できます。シャドウコピーを有効にすると、既定で平日の午前7時と12時にシャドウコピーを作成するス 
ケジュールが設をされます。これらのスケジュールは変更できますので、利用ホをに基づいてスケジュー 
ルを設定してください。 


シャドウコピーを頻繁に作成すると、ユーザーが必要とするバージョンのシャドウコピーを復元できる 
可能性が高くなります。しかし1つのボリュームに作成できるシャドウコピーの数は既定では最大64個 
ですので、シャドウコピー作成の間隔を短くすると早い段階でシャドウコピーが削除されてしまう可能性 
があります。また、作成されるシャドウコピー数が多いほどシャドウコピーによる消費ディスク領域も増 
えますので、ご利用の環境に合わせてスケジュール設をのご検討をお願いいたします。 


9 ^ 

【注意】シャドウコピーを作成する頻度は、1時間につき1回までにしてください。 
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3.1.3 操作の説明 

シャドウコピーの設定画面はな下の手順で表示することができます。 

1. エクスプローラを開き、巧象のボリュームを右クリックして、[シャドウコピーの構成]もしくは 
[プロパティ]を選択します。 



f- -\ 

【注意】シャドウコピーはデータボリュームを巧象とした機能です。したがって、システム領 
域を含むボリューム、および、仮おメモリのページングファイルや休止ファイルを 
含むボリュームを選択しないでください。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 

2. 表示されるダイアログで [シャ ドウ コピー] タブを選択してください。 （ 手順 1.で[シャ ドウ コ 
ピーの 構成]を選択した場合は、タブの選択は不要です。）次の シヤ ドウ コピー 画面が表示されま 
す。 



シャドウコピー画面では、次の情報が表示されます。また、このシャドウコピー画面で様々なタスクを 
実行できます。巧をのボリュームをチェックし、を操作ボタンをクリックしてください。 

• [ボリューム] 

シャ ドウ コピーサービスを 利用できる サーバー 上の ボリューム がすべて表示されます。 シャ ドウ コ 
ピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリューム のみで使用できます。 シャ ドウ コピーを 管を 
するには、ここでが象の ボリュームを 選択して、実行する タスクを 選択します。 

-[次回実行時刻] 

ボリュームのシャ ドウ コピーサービスが 有効な場合、次に シヤ ドウ コピーを 作成す る 日時が表示さ 
れます。 
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旧 torage NS の共有領域を管理する 


-[共有数] 

ボリュ' —ム上に存在する共有フォルダの数が表示されます。この情報は、ボリュームのシャドウコ 
ピーを有効にするかどうかを半 ij 断するときに役立ちます。 

-[使用領域] 

シャ ドウコピーが使用しているディスク容量がボリュームごとに表示されます。 

-[有効]ボタン 

選択したボリュームのシャドウコピーを作成し、スケジュールを有効にします。 

• [無効]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールを無効にします。スケジュールを無効にすると保存していた 
シャ ドウ コピーは すべて削除されます。 

-[設定]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールやシャドウコピーのための記憶域容量の設定を行ないます。 

• [選択したボリュームのシャドウコピ ー] 

保存されているシャドウコピー(作成された日時）が表示されます。 

-[今すぐ作成]ボタン 

選択したボリュームのシャドウコピーを手動で作成します。 

• 吟すぐ削哟ボタン 

シャドウコピーの削除を行ないます。保存されているシャドウコピーの一覧から削除したいシャド 
ウコピーを選択し、[削除]ボタンをクリックしてください。 

-[元に戻す]ボタン 

シャドウコピ ■ —からボリュ' —ムの復元を行ないます。保存されているシャドウコピ ■ —の一覧から元 
に戻したいシャドウコピーを選択し、[元に戻す]ボタンをクリックしてください。指をしたボリュ 
ーム全体を元の状態に戻します。 
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旧 torage NS の共有領域を管理する 


3.1.3.1 シャドウコピーの有効/無効 

ボリュームのシャドウコピーを有効にすると、いくつかの処理が自動的に実行されます。選択したボリ 
ュームのシャドウコピーが1つ作成され、シャドウコピーの最大記憶域が設をされます。さらに、月曜か 
ら金喔までの午前7時と12時にシャドウコピー作成のスケジュールが設定されます。単にシャドウコピ 
一を作成した場合は、ボリュームのコピーが1つ作成されるだけでスケジュールは設定されません。 

また、ボリュームのシャドウコピーを無効にすると、そのボリューム上に存在するすべてのシャドウコ 
ピー、およびシャドウコピーのスケジュールが削除されます。 

〈シャドウコピーを有巧にする前に> 

シャドウコピーを有効化するボリュームを最適化（デフラグ）する場合、フォーマット時にクラスタ 
アロケーションュニットサイズを 16 KB な上に設をしてください。16 KB な上に設をしないと、最適化 
(デフラグ）を行なった場合にシャドウコピーが削除されてしまうことがあります。 

また、システム領域を含むボリューム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを 
含むボリュームではシャドウコピーを有効にしないでください。 
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3.1.3.2 シャドウコピーの作成 

シャドウコピーの作成は、スケジューリングによる作成と手動での作成の2つのホをがあります。手動 
でシャドウコピーを作成する場合は、シャドウコピー画面にて、巧をのボリュームを選択し、[今すぐ作成] 
ボタンをクリックしてください。スケジューリングによるシャドウコピーの作成については、本書の 
【3.1 .3.4 スケジュ'—ルの設 を】で説明します。 



3.1.3.3 シャドウコピーからの復元 

保存されているシャドウコピーから、ファイルやフォルダを復元したい場合、サーバー側からの操作と 
クライアント側からの操作があります。 

サーバー側から復元操作を行なうには、シャドウコピー画面にて、巧象ボリュームを選択し、[元に戻す] 
ボタンをクリックします。サーバー側からの復元は、巧象のボリューム全体を復元しますが、クライアン 
卜から復元を行なう場合は、特定のファイルやフォルダを選択し、復元することができます。 

詳細な復元手順は 【3.1.5 Windows クライアントからの復元 操作】 を参照してください。 
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3.1.3.4 スケジュールの設定 

1. な下のシャドウコピー画面にて、巧象のボリュームを選択し、[設定]ボタンをクリックします。 
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2. な下の画面が表示されるので [スケジュール] ボタンをクリックします。 
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3. が下のスケジュールの設定画面が表示されます。 



スケジュールの 設定画面では次の操作を行なうことができます。 

1) 新規 

新規にスケジュールを設定します。新規にスケジュールを作成する場合は、[新規]ボタンをクリック 
し、 シャ ドウ コピーの 作成頻度 （1 回のみ/毎日/毎週/毎月）、スケジュールを開始する日時を指定 
してください。 

2) 削除 

スケジュ'ールの削除を行ないます。現在登録されているスケジュ'ールー覧が表示されていますので、 
削除したいスケジュールを選択し、[削除]ボタンをクリックしてください。 

3) 詳細設定 

スケジュールホプションの詳細設定が表示されます。 


が 

【注意】シャドウコピーの作成頻度は、1時間につき1回までにしてください。 

^ 或 
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3.1.3.5 シャドウコピー記憶域の設定 

ボリュームのシャ ドウ コピーの 設定および シャ ドウ コピーの 数に関する情報が表示されます。 この 画面 
でシャドウコピーが{ま用できる最大デ イス ク容量を設定することができます。 

1. シャドウコピー管 a 画面にて、巧象のボリュームを選択し、[設定]ボタンをクリックします。 
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2. な下の設を画面で、シャドウコピーの記憶域のボリューム、およびサイズを変更できます。シャ 
ドウコピーが巧用できる最大 ディスク 容量の既を値は、 ソース ボリュームのサイズの10%です。 
この値はを更することができますが、この値を大きくしても1つのボリュームに作成できるシャ 
ドウコピーは既定では最大64個です。 
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3. [詳綱ボタンをクリックすると、«下の画面が表示され、シャドウコピー記憶域の情報が表示さ 
れます。 



[使用領城] 

シャ ドウコピーが使用しているディスク容量が表示されます。 
[最大サイズ] 

シャドウコピーが使用できる最大デイスク容量が表示されます。 



て う 

【を意】シャドウコピーのための記憶城を別のボリュームに変更する前に、すべてのシャドウコ 
ピーを削除する必要があります。 

V J 
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3.1.4 シャドウコピークライアントのインストール 


Windows XP (*1 )、Windows 2000 ( SP 3 な降）に関しては、シャドウコピーにアクセスするためのシャ 
ドウコピークライアントのインストールが必要となります。なお 、 Windows XP、Windows 2000よりも前 
の OS は、シャドウコピーにアクセスすることはできません。 

(*1 ) Windows XP SP 2 を適用するとシャドウコピークライアントが自動的にインストールされます。 

3.1.4.1 クライアントのインストール手順 

Windows XP、Windows 2000クライアントの場合は、マイクロソフトのホームページから、シャドウ 
コピークライアント七ットアップモジュールをダウンロードし、インストールを行なってください。 


http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx ? displavlanq = ia & FamilvlD = e 382358 f -33 c 3-4 de 7- acd 8- a 3 

3 ac 92 d 295 e 

(2010 年 9 月 10 日現在） 


1. クライアントコンピュータで[ダウンロード]リンクをクリックして、ダウンロードを開ををして 
ください。 

2. すぐにインストールを行なう場合は、隅く]をクリックしてください。後でインストールを行な 
う場合は、[保を]をクリックしてください。 

クライアントモジュールをインストールすることで、ネットワーク共有上のファイルおよびフォルダの 
[プロパティ]ダイアログボックスに[な前のバージョン]タブが追加されます。ューザーは、[な前のバー 
ジョン]タブにある[表示]、 [コピー]、 [復元]の3つのオプションをそれぞれ選択することができます。 
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3.1.5 Windows クライアントからの復元操作 

シャ ドウ コピーサービスを 利用して ファイル や フォルダの 復元 （コピー） 操作を行なう場合は、 ク ライア 
ントコンピュータ上のエクスプローラから 操作を行ないます。 

3.1.5.1 削除したファイルの復元 

削除したファイルを復元する場合は、 K 下の手順に従って、クライアント上のエクスプローラから操作 
を行ないます。 

1. 削除したファイルが格納されていた共有フォルダを選択します。 

2. 選択したフォルダ内で右クリックし、[プロパティ]メニューをクリックします。 
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3. プロパティ画面にて [な 前の バージョン] タブをクリックします。 



4. 削除される前のファイルを含むフォルダのバージョンを選択し、棒示]ボタンをクリックします。 

5. 復元したいファイルを選択します。 



107 




































iStorage NS の共有領域を管 S する 


元の場所（共有フォルダ）にファイルを復元したい場合は睹元]ボタンをクリックしてください。ま 
た、化の場所に復元 （コピー） したい場合は、 [コピー] ボタンをクリックしてください。クライアン 
卜の 0 S によっては、画面下の[表示]、 [コピー]、 [復元]ボタンが表示されませんので、その場合は、 
復元したいファイルを選択し、右クリックにて表示されるメニューから [コピー] を選択し、ファイル 
の復元 （コピー） を行ってください。 


3.1.5.2 更新したファイルの復元 

誤って更新したファイルや壊れたファイルを復元する場合は、な下の手順に従って、クライアント上の 
エクスプローラから 操作を 行ないます。 

1. 誤って更新したファイル（もしくは壊れたファイル）を選択します。 

2. 選択したファイルを右クリックし、 [プロパティ！ をクリックします。 



规がれたオブジェクトのブ山巧ィをま示します。 ^ 


108 



































iStorage NS の共有領域を管理する 


3. プロパティ画面にて [な 前の バージョン] タブをクリックします。 



4. 房したいバージョンを選択し、[復元]ボタンをクリックすれば、元の場所へ復元ができます。また、 
別の場所へ復元したい場合は、 [コピー] ボタンをク y ックして、戻したい場所を選択しまず。 

なお、[表示]ボタンをクリックするとファイルを開きます。 
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3.1.5.3 フォルダの復元 

フォルダを復元したい場合は、な下の手順に従って、クライアント上のエクスプローラから操作を行な 
います。 

1. 復元したいフォルダを選択します。 

2. 右クリックにて [プロパティ] をクリックし 、プロパティ 画面にて [な 前の バージョン] タブをクリッ 
クします。 



3. 復元したいバージョンを選択し、元の場所に復元したい場合は階对ボタンをクリックします。化 
の場所へ復元したい場合は、 [コピー] ボタンをクリックし、 コピー 先を指をします。 

なお、階对 （ または [コピー]) を選択すると、そのフォルダだけでなくサブフォルダまで、すべて 
復元（または コピー） されます。 

【注意】[復元]操作を実施しても、シャドウコピー作成後に作成されたファイルが削除されるこ 
とはありません。 

V J 
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3.1.6 UNIX クライアントからの復元操作 

UNIX クライアントからファイル、フォルダを復元することが可能です。 

シャドウコピーは NFS 共有直下に、 ".@ GMT - (日付)"というフォルダとして表示されます。 UNIX クライ 
アントから復元操作を行なう場合は、該当する日時のシャドウコピーのフォルダ配下より復元したいフォ 
ルダまたはファイルをコピーしてください。 

フォルダをに設定されている日時はグリニッジ標準時にて設定されています。 



【注意】シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 


Tera Term- 192.168 .4.5 VT 
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3.1.7 シャドウコピーサービス に関する注意事項 

. シャドウコピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリュームのみに巧応しています。 FAT フ 
ァイルシステムには巧応していません。 

• システム領域を含むボリューム、および、仮想、メモリのページングファイルや休止ファイルを含む 
ボリュームでは、シャドウ コピー サービスを有効にしないでください。 

• シャドウコピーは1つのボリュームにつき既をでは最大64個まで作成できます。それな上シャドウ 
コピーが作成された場合、一番古いシャドウコピーが削除されます。 

-シャドウコピーが使用する記憶域サイズの制限を小さくするときは注意が必要です。現在、シャド 
ウコピーで{ま用している合計サイズより小さいサイズを設定すると、巧しいサイズ制限に合わせて 
古いシャドウコピーが削除されます。削除されたシャドウコピーは元に戻すことができません。 

-シャドウコピーを有効にするボリュームで最適化（デフラグ）を実行する予をがある場合は、その 
ボリュームを16 KB な上のアロケーションユニットサイズでフォーマットしてください。 16 KB 
未満の場合、ボリュームを最適化（デフラグ）した結果、シャドウコピーが削除されることがあり 
ます。 

-シャドウコピーの作成頻度は、1時間に1回までにしてください。 

• シャドウコピー作成のスケジュールは、バックアップツール等との動作時刻と重ならないような時 
間帯を設定してください。 

-管理者は、ューザーに巧して、シャドウコピーがどれくらいの頻度で作成されるのかを通知してお 
いてください。また、作成できるシャドウコピー数は既定では64個までであり、その後は最も古い 
コピーが削除されることも通なする必要があります。 

. シャドウコピーを設定していたボリュームを削除する場合、事前にシャドウコピーのスケジュール 
設定を削除してください。 

-イベントログに大量の「ソース： VSS イベント ID : 700 1 J のイベントが記録される場合、タスクス 
ケジューラに存在しないボリュームに対するシャドウコピーのタスクが存在しないか確認しもし 
存在する場合はスケジュールされたタスクを削除してください。 

-シャドウコピー記憶域が化張できない場合、シャドウコピーがすべて削除されることがあります。 
詳細および回避策については [3.1.7.1 高負荷状態でシャドウコピーが削除される現象に ついて 】 
および 【3.1.7.3 予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象に ついて】に記載いたします。 
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3.1.7.1 高負荷状態でシャドウコピーが削除される現象について 

シャドウコピーサービスを有効にし、そのボリュームでファイル更新等の操作を行なうと差分情報をシ 
ャドウコピーの記憶域に書き这みますが、記憶域が不足すると記憶域を必要に応じて制限値まで化張させ 
ます。しかし、高負荷の入出力処理が続き、そのシャドウコピー記憶域の拡張が間に合わなくなった場合、 
シャドウコピーの仕様により保存しているシャドウコピーがすべて削除されます。 

シャドウコピーの記憶域の初期値は300 MB ですが、それでも不十分でシャドウコピーがすべて削除されて 
しまう場合は、この値を変更してください。ディスクに余裕がある場合は、この値をさらに大きく設をす 
ることをお勧めいたします。最大 3 GB まで設定可能です。シャドウコピーの記憶城の初期値を変更する 
場合は、次の手順に従って操作を行なってください。 

r - ^ 

【注意】 レジストリエディタの使いホを誤ると、深刻な問題が発生することがあります。 

最悪の場合、オペレーティングシステムの再インストールが必要になることがあり 
ます。弊社ならびにマイクロソフト社は、レジストリエディタの誤用により発生 
した問題に関しては、一切責任を負わないものとします。レジストリエディタは、 

おを様の責任においてご巧用ください。 

V J 

<事前確認> 

シャドウコピーの記憶城の初期値を設定する前に、な下を確認してください。 

1. シャドウコピーの記憶域のボリュームに、設定したい初期値分の空きがあること。 

2. シャドウコピーの記憶巧の最大値が、設定したい初期値より大きく設定されていること。 

<初 M 値のを更手順> 

な下の手順に従って、レジストリの値を変更してください。 

1. リモートデスクトップにて、 iStorage NS にログオンします。 

2. レジストリエディタを起動し、次のレジストリキーを選択します。 

HKEY — LOCAL _ MACHINE ¥ SYSTEM¥Curren に ontro に e が Services ¥ Vo に nap 

3. [編集]メニューの[新規]を選択し、 [DWORD 値]をクリックします。 

4. MinDiffAreaFileSize と入力し、 Enter キーを押します。 

5. [編集]メニューの[修正]をクリックします。 

6. 設をするシャドウコピーの記憶域の初期値を入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

7. レジストリエディタを終了します。 

8. リモートデスクトップをログオフします。 
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この レジストリ値 MinDiffAreaFileSize には、シャドウ コピーの 記憶域の最小サイズを指定します。既 
を値は300 MB、 設定可能な最大値は 3GB です。 （ レジストリに10進数で300を指をすると300 MB、 
3000を指をすると 3GB です。）なお、設定は300 MB の倍数を設定してください。300 MB の倍数でな 
い値を設をすると、次に大きい 300MB の倍数の値が{ま用されます。 


tr 




【注意】この値には、シャドウコピーの記憶域の最大サイズを超える値を設ちしないでくださ 
い。シャドウコピーが正常に機能しない場合があります。 


3.1.7.2 シャ ドウコピーを世代数で管理するホ法に ついて 

シャ ドウコピ ■ 一 の 世代數はボリュ' —ムごとに設定することはできませんが、す ベての ボリュ ■ ームに対し 
て同じ最大歎であれば、が下の手順で設定可能です。 

f \ 

【注意】レジストリエディタの使いホを誤ると、深刻な問題が発生することがあります。 

最悪の場合、オペレーティングシステムの再インストールが必要になることがあり 
ます。弊社ならびにマイクロソフトをは、レジストリエディタの誤用により発生 
した問題に関しては、一切責任を負わないものとします。レジストリエディタは、 
お客様の責任においてご巧用ください。 

V J 

1. リモートデスクトップにて、 iStorage NS にロダホンします。 

2. レジストリエディタを起動し、次のレジストリキーを選択します。 

HKEY—LOCAL—MACHINE¥SYSTEM¥Curren に ontro に e が Services¥VSS¥Se 扣 ngs 

3. [編集] メニューの [新規]を選択し、 [DWORD 値]をクリックします。 

4. 名前に MaxShadowCopies と入力し、 Enter キーを押します。 

5. "MaxShadowCopies" をダブルクリックし、10進数を選択して指定したい値を入力します。 

6. レジストリユディタを終了して、システムを再起動します。 

なお、指定できる最大数は64です。また、シャドウコピー記憶域が指定されたサイズに達した場合は、 
指定された世代の最大*より少なくても、最も古いシャドウコピーが削除されます。 
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3.1.7.3 予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象について 

シャドウコピー記憶域が同ーボリューム（既定値）に設定している場合、イベントログに Volsnap のイ 
ベント ID:33 が大量に記録され、予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象が発生することがあり 
ます。 

回避策はな下の通りです。 

• シャドウコピー記憶域を同ーボリュームのままで運用する場合、シャドウコピーの世代数を少なくす 
ることで本現象が発生する確率を下げることができます。ただし、完全には回避できないため、暫定 
回避策となります。 

• 本現象を完全に回避するためには、な下のような設定にする必要があります。 

• シャ ドウコピーが設定されていない別のボリュームを用意する。 

• 問題を回避する必要があるボリュームのシャドウコピー記憶域の設定で、上記の別ボリュームを指 
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3.2 ユーザーが使用できる容量を制限する 

クォータを使用することにより、 iStorage NS 上で選択したフォルダに対する領域の使用量を制限、監視す 
ることができます。 

制限の方をには、ボリュ' —ムとフォルダ単位で領域の制限を行うファイルサ'—ノく ■ —リソ ■ —スマネージャの 
クォータと、ボリューム単位でユーザーごとに領域の制限を行うディスククォータの2種類があります。 

3.2.1 ファイルサーバーリソースマネージャのクォータを設定する 

ここでは、 D:¥soumu 配下のフォルダ容量を 100 MB に制限する手順について説明します。 


•? 

【注意】 C :¥ VVINDOWS について は、 [ハードクォータ] の設をはできません。 


1. 管ち里者 メニューの [ファイル サーバーリソースマネージャ] をクリックします。 


坑を ま#：*ニュ- 


全ぉ 


ミ, 

エ クスブ □ーラ 

エクスブロ-ラを起巧できます。 


-1 マ’ノト—づ□’ノづ卜 

コマンドブロンブトをおおでぎます。 


ペイント 

ペイントを起勤でぎます。 


メモ樓 

メモ帳な謝で.きます。 


コン ビュータのち巧 

コンビュータの管理を起なできます。 


システム 

コンビュータ①ブロバティを確認できます。 


Windows へ J レブとヴボート 

Windows ヘル ブとヴボートを起かでぎます。 


役割/機能 


ミ, 

みちと記巧巧のを巧 

SMB み有、 NFS み有を封里できます。 


肪 6-0 マネーシ> 

FTP みちを菅巧できます。 


ns7-0 マスーリ々 

HTTP 共ちを营巧できます。 


NFS 巧ヴ ー ビス 

NFS ヴーパーを 管理できます。 


ADSIX ディタ 

NFS の正)マッビングを確認でぎまず。 


ファイルサーバーリソースマをープゃ 

"1 記惰巧の巧を制限、仿張モ制限、使用げ況お言 

召 等がで.きま 


J-To 


イ’ノ子ッウスの才づシヨ'ノ 

ファイル巧索補を化するためのインデックスだ封至できます。 

DFS のを巧 

分おファイルシステムを管理できます。 


巧巧のを巧 

ブリントクーバーを管理でぎます。 
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2. [クォータの 管理] を 展開し、 [クォータ]を 選択後に右 クリックして 表示され るメニューから、[クォ 
ータの作成]をクリックします。 


ちファイルサー"ーリリースマネーつャ 


ファイルの棟巧 ( A ) 表示( V )ヘルブ ( H ) 
も k. ■ 




I Q 園 


^ファイルサーバーリソースマネージヤ（日ータ I っィ ル々： ザべ 

日 か 


3ウォ 

因35ファイルス 
i 己’度がレ 


爱 


误わり/怯诚 U ■巧わ 、 rv 


表示( V ) 


ヘルプ ( H ) 
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3. [クォータの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設をし、[作成]ボタンをクリックします。 



項 目 

説 巧 

クォータのパス 

クォータを設定するフォルダのフルパスを設定します。 

パスにクォータを作成する 

指定したフォルダに対し、クホータを設定します。 

既存と新規のサブフォルダに 

自動でテンプレー ト 適用とク 

ォータ作成を行なう 

指定したフォルダのサブフォルダに巧し、クォータを設ちします。 

クオ'ータのテンプレ^—卜から 

プロパティを取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムクオータのプロパテ 

ィを定義する 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

クオータのプロパティの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 
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3.2.2 クォータのテンプレート作成 

ここでは、ファイルサーバーリソースマネージャのクォータで巧 用す るテンプレートを 作成す る 手順につ 
いて 説明します。 

1. 管 a 者メニューの[ファイルサーバーリソースマネージャ]をクリックします。 



2. [クォータの 管巧] を 展開し、 [クォータのテンプレート]を 選択後に右クリックして表示されるメニ 
ュ ーから、 [クォータテンプレートの作成]を クリックします。 


もファイルサー"ーリ y — スマネージャ 


ファイルの巧巧(かま示( V )ヘルプ ( H ) 

伞 今1 を fell 口 面 


豆 J ファイルサーバーリソースマネージで（□一さ 

曰ぶゥォ叫の管巧 
クォータ 

因化ファイルス I 


I クォータのテンプレート 

过 1邮 MB 削版 


S 


i 己憤巧レオ 


1 MiflSSSiilBSiViSS 

I'iTrjf 

ルリ -L いり 

[b 制版巧 0 M 

f 巧が iw 旧。 化 た 巧 l\rv 

械長削限 

ま示( V ) ► 

WB の共ちのお 

ヘルス H) 

卜へ 200 MB ; 
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3. [クォータテンプレートの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定します。しきい値を設 
定しない場合、 [0K] ボタンをクリックして作業は完了です。しきい値を設定する場合、[追加]ボタ 
ンをクリックします。 



項 目 

説 明 

テンプレートを 

テンプレート名を設定しまず。 

ラベル 

ラベルを設定しまず。 

制限値 

制限値を設定します。 

ハー ドク ホー タ 

設定値を超えてファイルを書き込むことは不可能と設定します。 

ソフトクオータ 

設定値を超えてもファイル書き込みが可能と設定しまず。 
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4. [しきい値の追加]画面が表示されますので、必要な項目を設定して [ OK ] ボタンをクリックします。 
をタブの説明についてはな下に記載します。 

【電子メールメッセージ】 



項 目 

説 巧 

使用率(％)が次に達したら、 

通知を生成する 

しきい値をパーセントで設定します。 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設ちします。その場合、配下の入 

カフイールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザー 

に電子メ ' —ルを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 

件を 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設ちします。 

テキス トに挿入する変数を 

選択してください 

を数を運択し、陵数の挿入]ボタンをクリックすると[メッセージ本文] 

に挿入します。 
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【イベントログ】 



項 目 

説 巧 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッ七ージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッ七ージで表示する内容を設定します。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示されるを数を[を数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設 

定します。 
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【コマンド】 



項 目 

説 巧 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設定しまず。 

コマンド引数 

コマンドに引歎がある場合、設定します。 

コマンドの実行 

セキュリティレベルを設定します。 

Local Service , Network Service , Local System から選択します。 
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[ レポ'ート】 



項 目 

説 巧 

レポ'—卜の生成 

レポートを生成する場合に設定しまず。その場合、配下の[生成するレポ 

ートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを 

送信する 

管 a をに電子メールでレポートを送信する場合に設ちします。その場合、 

配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザ 

一にレポートを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 
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3.2.3 ディスククォータを設定する 

ここでは、ディスククォータを設定する手順について説明します。 

1. 管 a 者 メニューからエクスプローラを 起動します。 

2. 対■象ボリュームを右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 
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3. プロパティ 画面で [クォータ] タブを開いて [クォータの 管理を有劾にする]のチェックボックス 
を有劾にし、必要に応じて他の項目を設定して [ OK ] ボタンをクリックします。 
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3.3 ファイルの拡張子で書き込みを制限する 

ファイルスクリーン機能を使用すると、ファイルの拡張子によって、指定したフォルダにがしての書込み 
を制限することができます。 

3-3.1 ファイルスクリーンを設定する 

ここでは、ファイルスクリーンを設定する手順について説明します。 


/f - 

【注意】 C :¥ と C :¥ WINDOWS にファイルスクリーンを設定する場合は、ファイル監視の 
みを行う [パッシブ スクリーン]だけが設定可能です。 

心 J 


1. 管理者メニューの[ファイルサーバーリソースマネージャ I をクリック します。 
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2. [ファイルスクリーンの 管理]を展開し、 [ファイルスクリーン] を選択後に右 クリックして 表示され 
るメニューから、[ファイルスクリーンの 作成] を 選択します。 


もファイルサーバーリソースマネークサ 


ファイルの巧な ( A ) ま示( V )ヘルプ川） 


こ [ks I U 帖 


をファイルサーバーリソースマネージ V (□一 3 
田ぶクォ-夕の晉巧 
曰が ファイルスクリーンの管巧 


ファイルスクリ-、 


^ファイル スウり 
レファイルヴルー; 
B 記’度域レポ-卜の f 


フイル々: すぺての表示: 0巧目 


ファイルスウリーンの… I スクリーン処 ... i ファイルヴループ 


ファイルスクリーンの巧巧に) 


ノ 71ル Ai " ーソ wmb + irpjBitfi 。.: 

最新の'培報じ更新(巧 


ま示( V ) 


ヘルプが） 
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3. [ファイルスクリーンの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定し、[作烟ボタンをクリ 
ックします。 



項 目 

説 明 

ファイルスクリーンのパス 

ファイルスクリーンを設定するフォルダのフルパスを設定します。 

ファイルスクリーンのテンプレ 

ートからプロパティを取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムフアイルスクリーンの 

プロパティのを養 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

ファイルスクリーンのプロパテ 

ィの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 
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3.3.2 ファイルスクリーンのテンプレート作成 

ここでは、ファイルスタリーンのテンプレートを作成する手順について説明します。 

1. 管理者メニューの[ファイルサーバーリソースマネージャ]をクリックします。 



2. [ファイル スクリーンの管理]を展開し、 [ファイル スクリーンテンプレート]を選択後に右クリ 
ックして表示されるメニューから 、[ファイル スクリーンテンプレートを作成]をクリックします。 



130 
















































iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [ファイル スクリーンのテンプレートの 作剧 画面が表示されますので、必要な項目を設をして [0 K ] 
ボタンをクリックします。 


【設定】 



項 目 

説 巧 

テンプレート名 

テンプレート名を設定します。 

アクティブスクリーン処理 

許可していないファイルを保存することは不可能と設定します。 

パッシブスクリーン処理 

許可していないファイルも保存することを可能と設定します。 
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【電子メールメッセージ】 



項 目 

説 明 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設定します。その場合、配下の入 

カフィールドにメールアドレスを設定します。 

承語されていないファイル 

を保存しようとしたユーザ 

一に電子メールを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 

件を 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設ちします。 

テキス トに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示されるを数を[変数の挿入]ボタンで[管理者の電子メー 

ルアドレス]入カフィールド、[件を]、[メッセージ本文]の項目に設定 

します。 
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【イベントログ】 



項 目 

説 明 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッ七ージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッセージで表示する内容を設定しまず。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示されるを数を[を数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設 

定します。 
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【コマンド】 



項 目 

説 明 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設ちします。 

コマンド引数 

コマンドに引数がある場合、設定します。 

コマンドの実行 

セキュリテイレベルを設定します。 

Local Service , Network Service , Local System から選択します。 
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[ レポ'—卜】 



項 目 

説 巧 

レポ'—卜の生成 

レポートを生成する場合に設定します。その場合、配下の[生成するレ 

ポートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを送 

信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場 

合、配下の入カフイールドにメールアドレスを設ちします。 

承認されていないファイル 

を保存しようとしたユーザ 

一にレポートを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メ 

ールアドレスへ電子メールを送信する瞭に設定します。 
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3.4 ディスク使用状況のレポートを作成する 

記憶域レポートは、ディスク使用状況をレポート化します。スケジュールを設をして自動的にレポートの 
作成を行うことや、作成したレポートをサーバー管理をにメールで送信することもできます。 

3.4.1 記憶域レポートを設定する 

ここでは、記憶がレポートをサーバー管 a をのメールアドレス巧に送付する手順について説明します。 
記憶域レポートをサーバー管 a をのメールアドレス宛に送付するにはな下の設定を行います。 


【割則 

1. メールアドレスを設をする 

2. 記憶城レポートを設定する 

3.4.1.1 メールアドレスを設定する 

1. 管理者メニューの[ファイルサーバーリソースマネージャ]をクリックします。 
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2. [ファイルサーバー リソース マネージャ] を右クリックし、 [オプションの 構成]を選択します。 


ちファイルサーバーリツース マネー 3ャ 

I ファイルの巧な ( A ) 

ま示( V )ヘルプ ( H ) 

みホ 

局 

岛 I 日 I 固 



ファイル サーバー リツ 


田ぶウォ-如昔巧 
田ファイルスクリーこ 
g 記ほがレポ—卜け 




オプションの待ぶ似..' 


ま示( V ) 


* 度のエクスポート a )... 


ヘルプ ( H ) 


管巧 

巧リーンの昔巧 
ポートの昔巧 
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3. [ファイルサーバーリソースマネージャのオプション] 画面で必要な項目を設定し、 [0 K ] ボタン 
を クリック します。 



^ -^ 

【注意】[既定の"差出人"電子メールアドレス]に設をしたメールアドレスは、送付される 

メールの 送信をアドレスとなります ので、 適切なアドレスを入力してください。 


項 目 

説 明 

SMTP サーバーを または IP 

アドレス 

電子メールサーバーのアドレスを名前または IP アドレスで指定しま 

す。 

管理者である既定の受信を 

既定となる受信者を指定しまず。ここで設定したメールアドレスが 

[Admin Email ] に対応します。 

既定の"差出人"電子メールァ 

ドレス 

電子メ ' ール送信時の送信者となる電子メ ' ールアドレスを指定します。 

テスト電子メールの送信 

設定が正しく行なわれているか、テストを実施します。 
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3.4.1.2 記憶域レポートを設定する 

ここでは、記憶域レポートを設定する手順について説明します。 


管理者メ ニューの[ファイルサーバー リ ソースマネージャ] をクリックします。 


@ ちま#ィニュ- 


全 腹 


シ 


エクスブ□ーラ 

コマ、ノ け □ン ブト 

ペイント 

メモ樓 

コンビュータ①を巧 

システム 

Windows ヘル ブとヴ ボート, 


エクスブロ—ラを起巧でぎます。 

コマンドブロンブトをおおでぎます。 
ペイントを起動でぎます。 

メモ帳雄かで.きます。 

コンビュータの管垣雄巧で.きます。 

コンビュータ①ブロバティを確認できます。 
Windows ヘル ブとヴボートを起が]でぎます。 


巧割/機能 



共をと記宿巧のを巧 

SMB 共ち、 NFS 共ち從理できます。 


ns 6 .o マネージ t 

FTP みちを當巧できます。 


ns 7 .o マ：；：ージタ 

HTTP おちを管巧で’きます。 


NFS 巧 巧ーピス 

NFS ヴーパーを 官巧できます。 


ADSIX ディタ 

NFS の。マッビングを强詔できます。 


ファイルヴーパーリソースマ本ージャ I 

記憶域の巧を制限、お:張子制限、巧巧げ況お! 
す。 

轉がで.きま 

インデックスのオブシヨン 

ファイル巧索補速化するためのインデックスを t 理できます。 

DFS のを巧 

5^敝ファイルシステムぞ置理できます。 


巧巧のを巧 

ブリントヴーバーを管巧でぎます。 






2. [記憶域レポートの管理]を右クリックし、[新しいレポートのタスクのスケジュールIを選択します。 


置.フ7イルサーバーリソースマネーう中 


ファイルの 巧 巧く A ) まモ ( V )ヘルプ ( H ) 

啤を「园 I 日 「固„ 


をファイルサーバーリソースマネージャ（□ータ 

因ぶ クォ-夕の菅巧 
囚がファイルスクリーンの管理 


記巧巧レポートの管 ！ L 


I レポートタスク巧ま 


I スケジュール _ \m 


おしいレポートのタスクのスケジュールの. 


レポートを今すぐ生巧するの)... 
を巧の巧排じ更新(巧 

を示 ( V ) 

ヘルプ ( H ) 


139 



















































iStorage NS の共有領域を管 S する 


3. [記憶域レポートタスクの プロパティ] 画面でレポートと形式を選択し、陡加]ボタンをクリック 
します。 



項 目 

説 明 

レポ'—卜するボリュ'ームとフォ 

ルダの選択 

レポート対象とするフオルダを設定します。 

[生成するレポートの選択]画面 

名'レポートが表示されます。 

[選択したレポートの表示]ボタン 

設定したレポートの内容が表示されまず。 

レポ^ー トの形式 

レポートのファイル形式を指定します。 
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•をレポートの説明についてはが下の通りとなっています。 


レポ'ート 

説 明 

クォータの使用率 

ディスク領域の利用状況が一定のレベルを超えたクォータの一覧を表示し 

ます。このレポートを{まって、クォータがまもなくレベルを超えるかをすば 

やく半 IJ 断し適切な操作を行うことができます。 

ファイルダループごと 

のファイル 

ファイルグル ■ —プごとにファイルを一覧表示します。このレポ ■ —卜を巧って 

ファイルグループの使用が況パターンを監巧し、大量のディスク領域を占め 

ているファイルグループをすばやく判断することができます。これはサー 

バーでどのようなファイルスクリーン処理ポリシーを構成するかをみ定す 

るのに役立ちます。 

ファイルスクリーン処 

理の監査 

指定した期間におけるサーバー上のファイルスクリーン処巧の監査のイべ 

ントを一覧表示します。このレポ ■ —卜を巧って、スクリ ■ —ン処巧ポリシ ■ —に 

違反しているアプリケーシヨンやユーザーをすばやく半 IJ 断することができ 

ます。 

大きいサイズのファイ 

ノレ 

指をしたサイズな上のファイルを一覧表示します。このレポートを使ってサ 

ーバー上で最も多くのディスク領域を消費しているファイルをすばやく判 

断することができます。これは、ディスク領域を大量に直ぐに空けるのに役 

立ちます。 

巧有をごとのファイル 

ファイルを巧有するユーザー順にファイルを一覧表示します。このレポート 

を使って、サーバーのパターンを巧解し、大量のディスク領巧を使用してい 

るユーザーをすばやく半 IJ 断することができます。 

最近アクセスされてい 

ないファイル 

最近アクセスされていないファイルを一覧表示します。このレポートを巧っ 

て、古いファイルを削除するかアーカイブするかをすばやく判断することが 

できます。これはあまり{まわれていないディスク領域を空けるのに役立ちま 

す。 

最近アクセスしたファ 

イル 

最近アクセスしたファイルを一覧表示します。このレポートを使って、常に 

利用することが必要な頻繁に使われたデータを判断することができます。 

重複しているファイル 

重權していると思われる（名前、サイズ、最終更新日時が同じ）ファイルを 

一覧表示します。このレポートを使って、重複により無駄となっているディ 

スク領域をすばやく判断し、空けることができます。 
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4. [フォルダの参照]画面でフォルダを設定し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 



5. 阳己信]タブを開いてレポートの送信先アドレスを指定します。サーバー管理者に送信したい場合は、 
デフホルト時の [Admin Email ] のままで問題ありません。 
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6. [スケジュール] タブを開いて [スケジュールの 作成]ボタンをクリックします。 
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7. [巧規]ボタンをクリックしてスケジュールを設定し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 



項 目 

説 巧 

スケジュールのリスト 

設を巧みのスケジュールが表示されます。 

タスクのスケジュール 

スケジュールの単位を選択します。 

開始時刻 

スケジュールの開始時刻を設をします。 

間隔 

日単位の間隔を設定します。 

複数のスケジュールを表 

示する 

[スケジュールのリスト]項目の表示が一覧表示に変更されます。 
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8. [OK] ボタンをクリックします。 



出力されるレポート名について 

出力されるレポートのファイル名の形式は、[レポート名+年月日+時分砂+拡張子]となります。 
が下にレポ'—卜と対応するレポ'—卜名を示します。 


レポート 

レポート名 

クォータの使用率 

QuotaUsage** 

ファイルダループごとのファイル 

FilesByType**_ 

ファイルスクリーン処巧の監査 

FileScreenAudit**_ 

大きいサイズのファイル 

LargeFiles** 

巧有者ごとのファイル 

FilesbyOwner**_ 

最近アクセスされていないファイル 

LeastRecentlyAccessed**- 

最近アクセスしたファイル 

MostRecentlyAccessed** 

重複しているファイル 

DuplicateFiles**— 
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3.5 複数サーバーの共有フォルダを統合する (DFS) 

システム 管理者が分散 ファイルシステム (DFS : Distributed File System ) を使用すると、ネッ ト ワーク 
上に物理的に分散している ファイルへの ア ク七ス と、それらの ファイルの 管理を行える環境をユーザーに 
提供できます。 DFS では、複数のサーバーに分散している ファイルが、 ネットワーク上の1つの場所に配 
置されているように見えます。ユーザーは、 ファイルの 物理的な場所を指定しなくても、目的の ファイル 
にア ク七ス できます。 

【補足】 [ DFS の管理]の画面操作は、「《前空間」と 「レ プリケーシ ヨン」 に分かれます。 

名前空間は 、 DFS のルートの 作成•管理を行います。 

レプリケーシヨンは複製物の作成.管理を行います。 

\_ J 


グ 




【注意】ドメインベースの DFS 名前空間を利用する攝合、名前空間サーバー、フォルダターゲッ 
トサーバー、クライアント PC は同じドメインに属する必要があります。 

、 ぶ 
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3.5.1DFS 名前空間 

DFS を前空間により、散在するファイルサーバーを統一されたを前空間の配下にまとめることができます。 
また、一つの DFS リンク（ターゲットを持つ DFS フォルダ）から、同ーファイルのコピーを持つ複数のサ 
ーバー（フォルダーターゲット）を紹介することにより、耐障害性が高まります。 


DFS 名前空間 フォルダターゲット 



上記の図の例の場合、クライアント PC からは、な下のどちらかの共有パスで、 DFS を前空間経由で共有 
フォルダにアクセスします。 

.¥¥DomainA¥Public¥DfsFolder¥Link (先頭が¥¥ドメインタ。ドメインモードの DFS の場合のみ。） 
.¥¥ServerA¥Public¥DfsFolder¥Link (先頭が¥¥サーバーぶ。） 

ドメインモードの DFS にて、複数のあ前空間サーバーを用意し、 DFS 名前空間の耐障害性を上げる場合 
は、必ず前をの共有パスを利用してください。 

上記の例で、クライアント PC から DFS 経由で ¥¥DomainA¥Public¥DfsFolder¥Link の配下のファイル 
一覧を参照すると、 ¥¥ServerB¥ShareB または ¥¥Serve に ¥ShareC の配下のファイルー覧が見えます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.5.1. 1《前空間の新規作成 


1 . 


管理者 メニューの [ DFS の管理]をクリックします。画面右側の操作ウィンドウに各種操作項目 
が表示されますので、[新しい名前空間]をクリックします。 




全腹 


エクスブ □ーラ 

コマ ’ ノト — ブロ •ノブト 

ペイント 

メモ樓 

コンビュータのを巧 

システム 

Windows ヘルブとヴポート 

g — け" す:ザ 、 

巧割/巧能 


エクスブローラを起勤でぎます。 

コマンドブロンブト離おできます。 
ペイントを起巧 ) できます。 
:^^ モ帳を起巧でぎます。 

コンビュ — 夕の管理を起勒でぎます。 

コンビュータのブロバティをお詔できます。 
Windows ヘルブと サボー ト雄巧できます。 


边 


共ちと記ち巧のを巧 

DS 6.0 マネージで 

ns 7 .o マネージサ 

NFS 巧 サービス 

ADSIX ディタ 

ファイルサーバーリソース7ネージで 


インデックスの才3 


DFS のを巧 


I 巧网のち巧 ブリントヴーパーだ i 


SM 日共有、 NFS 其有だ f! 至できます。 

FTP 共有を官巧できます。 

HTTP 共有を管理できます。 

NFS サーバーを^巧できます。 

NFS ののマッビンヴぞお詔でぎます。 

記憶均 i のをを制限、拡張テ制限、使用げ况 お 詔等ができま 
す。 

ファイル模巧桐逝ヒするためのインデックスを管理できます。 
如\敢乃イルシステムを管巧できます。 

を官巧できます。 


ssld 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


2. [巧しい名前空間ウイザード]が起動します。[サーバー]欄にを前空間をホストするサーバーをを 
入力します。入力が完了したら、[次へ]ボタンをクリックします。 



[次へ]ボタンをクリックした後で、「このサーバーで分散ファイルシステムサービスが実行されて 
いません。……」と警告メッ七ージが表示されることがあります（主に初回作成時に表示されま 
す)。[はい]をクリックして、サービスを開始してください。 


普告 


巧 



このサーバー上でみ敢ファイルシステムサーむが実行されていません。 
サイスの問始状態を自おじ設定して、 P 風!台しますカロ 


はいが J _いいえ ( N ) 」 

【補足】ドメインベースの DFS の場合、を前空間サーバーを複数設定することができます。 
を前空間サーバーを追加すると、 DFS を前空間の耐障害性が向上します。 

本書の [3.5.1.4 を前空間サーバーを追加す る 】を参照してください。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


3. [を前空間の名前と設定]の画面に切り替わります。 

[を前]欄に、を前空間のを前を入力してください。ローカルパスやアクセス許可の設定をを更す 
る場合には、[設定の編集]ボタンをクリックします。 

デフォルトでは共有フォルダのローカルパスは、 「 C :¥ DFSRoots ¥ "《前空間の《前"」となってい 
ます。また、共有フォルダのアクセス許可は、「すべてのユーザーが読み取り専用アクセス許可を 
持つ」となっています。必要に応じて設定をを更してください。 

を前と設定が終わったら、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


4. [を前空間の種類]画面に切り替わります。 

作成する夕前空間の種類を選択してください。[ドメインベースのを前空間]は、サーバーがドメ 
インに参加していないと選ができません。 [Windows Server 2008モードを有効にする]のチェッ 
クを有効にすると、 DFS を前空間でアクセスベースの列挙を使用できます。 

選択が終わったら、[次へ]ボタンをクリックします。 



r 




【補足】ドメインベースの《前空間で Windows Server 2008モードを使用するには、ドメイ 
ンとを前空間で次の最低要件を満たす必要があります。 

-フォレストの機能レベル： Windows Server 2003が上のフォレスト機能レベルを 
使用。 

• ドメインの機能レベル： Windows Server 2008ドメインの機能レベルを使用。 

• すべての名前空間サーバーが、 Windows Server 2008であること。 


V 


J 
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r 




V 


【補足】 DFS を前空間の耐障害性について 

-スタン ドア ロンのを 前空間の場合、その DFS サーバーが停止すると、 DFS を前空間 
が利用不可になります。耐障害性はありません。 

. ドメインベースのを前空間の場合、名前空間サーバーを追加することができます。 
複数のを前空間サーバーを設をし、かつ、「¥¥ドメインを¥を前空間のルート名」の 
形式でクライアントからアクセスすることで耐障害性が向上します。 


J 


r 


V 


【補足】 DFS を前空間における アクセスベースの 列挙 ( ABE ) について 

DFS 《前空間が Windows Server 2008 モードの場合、 DFS あ前空間内の DFS リンク 

(ターゲットを 持つフォルダ）に設をされた ACL によって、アクセス権がない DFS リ 
ンクを ユーザーから 隠すことができます。 

DFS リンクの ACL 設をと、 DFS を前空間の ABE の有効/無効の切り替えは、 

DFSUTIL.EXE コマンドを使用します。 




J 


ff \ 

【注意】ホストできるぶ前空間の数について 

旧 torage NS では、 1 つのスタンドアロンのを前空間と、複数のドメインベースのを前 
空間をホストできます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


5. [設定の確認とを前空間の作成]画面に切りをわります。[を前空間の設を]欄に、設定した内容が 
表示されます。設を内容を確認してください。設定内容が正しい場合は、[作成]ボタンをクリッ 
クします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


6. [作剧ボタンをクリックすると、帷認]画面に切り替わり、《前空間が作成されます。正常に作 
成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。[エラー]タブの画面 
には、「エラーはありません」と表示されます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


[エラー] タブの画面には、名前空間の作成が エラーに なった場合、詳細な エラー 内をが表示され 
ます。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 



設定完了後、「このサーバー上で分散ファイルシステムサービスが実行されていません。サービス 
の開始状態を自動に設定して、開始しますか？」と警告メッセージが表示されることがあります。 
この場合は、[はい]をクリックして、サービスを開始してください。 


巧 


普告 


A このサーパー上で分散ファイルシステムサーピスが実巧されていません。 
A サイスの閒始が態を自旣 (こ 試ミして、 P 月化しますか？ 


はいが I ぃぃぇ (N) 」 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


7. コンソールツリーにを前空間が表示されたことを確認してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.5.1.2 フォルダの新規作成 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、夕前空間をクリックします。 

画面右側操作ウィンドウにを種操作項目が表示されますので、[新しい フォルダ] をクリックしま 
す。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


2. [巧しいフォルダ]のウインドウが表示されますので、フォルダのを前を入力します。ターゲット 
を持たない空のフォルダを作成する場合は[追加]ボタンを押さずに [0 K ] ボタンをクリックし 
ます。ターゲットを持つフォルダを作成する場合は、植加]ボタンを押し、手順3に進みます。 



^ -^ 

【注意】サブフォルダを作成できるのは、空のフォルダの配下だけです。 

k — 么 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [追加]ボタンをクリックすると、[フォルダターゲットを追加]ウインドウが表示されます。[フォ 
ルダターゲットへのパス]にパスを入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします。なお、[参照]ボタン 
をクリックすると、作成巧みの共有フォルダの選択や共有フォルダの新規作成が行えます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. [新しい フォルダ] のウインドウに戻ります。 [0 K ] ボタンをクリックします。[追加]ボタンをクリ 
ックして続けて フォルダ ターゲットを指定することもできます。 



5. コンソールツリー、[あ前空間]タブにフォルダが追加されたことを確認します。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


3.5.1.3 フォルダターゲットを追加する 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、追加するフォルダを選択します。 

画面右側操作ウィンドウにを種操作項目が表示されますので、 [フォルダ ターゲットを追加]をク 
リックします。 



2. [新しい フォルダ タ^ーゲ ット] ウインドウが表巧されます。 [フォルダ タ'ーゲットへの パス]にパス 
を入力し、 [0 K ] ボタンをクリックします。なお、[参照]ボタンをクリックすると、作成済みの共 
有 フォルダの 選択 や 共有 フォルダの 新規作成が行えます。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


3. [フォルダターゲット]タブにエントリ（フォルダターゲット）が追加されたことを確認します。 



フォルダターゲットが追加された後、レプリケーシヨンのポップアップウインドウが表示される 
ことがあります。レプリケーシヨングループを作成する場合には、[はい]をクリックしてくださ 
い。レプリケーシヨングループ作成のウイザードが起動します。操作手順は、本書の 【 3.5.2.3 レ 
プリケートフォルダウイザード ] を参照してください。[いいえ]を選択すると、 [ DFS の管理]画 
面に戻ります。 


レブリケーシヨン 


巧 


A 舗織。ヴルづを狐て、これらのフォルグトゲット綱麵持ぉ 

レプリケーンヨンルレーブを巧ぶしますか？ 


はいが I いいえ ( N ) 」 
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3.5.1. 4 ぶ前空間サーバーを追加する 

を前空間サーバーをドメインベースの名前空間に追加する場合にこの操作を行し、ます。スタンドアロンの 
を前空間ではこの操作はできません。 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、サーバーを追加するドメインのを前空間を選がし 
ます。画面右側操作ウインドウに[を前空間サーバーを追加]が表示されますのでクリックします。 



2. [あ前空間 サーバーを追加]ウィンドウが表示されます。[ぶ前空間サーバー]に追加するサーバー 
おを入力し、 [0K] ボタンをクリックします。 


を巧を面サーバーをお加 


を前空間(が: 


|¥¥do ma の2008 qnes nec CO m¥ Pub 

I [川 esv3 1_ を賠(包!…」 


其ちフオルタへのパス(り: 


|¥Mfilesv3¥Pub 


撼な、'势豁巧など、其ちフオ删綻滅更 


[:1梯の滿渠殺 ::% 


0 K I _キサン t ル J 
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3. [設定の編集]ボタンをクリックすると、ローカルパスや共有フォルダへのアクセス許可など、共 
有フォルダの設定を'塞更することができます。 


I 設をの S 集 


をおち間サーバー(の： 

[tilesv3 

みちフォルタ域： 

「Pub 

みちフォルタの□一カルバス ( D : 

[C ： ¥DFSRoots¥Pub _ き昭 (Q)... — | 


共ちフォルタ‘のアウ t ス i キ巧(り： 

巧すべてのユーザーげ i 売み巧のき用アウたスな巧を侍つ(が 

C すべてのユーザーび i 売み巧の/害きをみアクたス許巧を持つ地） 

广 音巧者は:?ルアウたス宿を、をの化のユーザーは読み取り専用アク t 
スな巧を持つ ( D ) 

广 管巧をはフルアク t ス罹を、その化のユーザーは読み巧り/まき込み 
アウたス i 午巧を持つ(凹） 

广カスタムのアウセス i 车巧をほ用(ぶ：刀スタマイズな )…I 


0 K 1 キャンたル^ 


4. 進行が況のウインドウが表示されることがあります。エラーとなった場合は、[詳細]をクリック 
し、詳細情報を確認して設定を見直してください。 

5. [名前空間 サーバー] タブにエントリが追加されたことを確 f 忍します。 
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3.5.1. 5 DFS ぶ前空間におけるアクセスベースの列挙 (ABE) 

DFS を前空間におけるアクセスベースの列挙 (ABE: Access-based Enumeration) とは、 DFS 名前空間内 
の DFS リンク （フォルダ ターゲットが設定されている フォルダ） に ACL を設をしておき、ユーザーがア 
クセスする際に、 ACL によってアクセスできない DFS リンクを一覧から隠す機能です。 

【補足】 DFS 《前空間におけるアクセスベースの列挙 （ ABE) は、な下の場合に利用可能です。 

• Windows Server 2008モードのドメインベースの名!前空間 

• Windows Server 2008のスタンドアロンのを前空間 

V J 


ABE の設をは、コマンドプロンプトにて DFSUTILEXE コマンドを使用します。 

な下の手順で DFS 夕前空間の ABE を有効にします。 

1. ABE を有効にする。 

dfsutil.exe property abde enable ¥¥domain¥public 

2. ABE が有効になったことを確認する。 

dfsutil.exe property abde ¥¥domain¥public 
(DFS 名前空間のルートタを指定します） 

3. DFS リンクに ACL を設定する。 

dfsutil.exe property acl deny ¥¥domain¥public¥link "domain¥Restricted Group":F 
(この例では Restricted Group のユーザーからは、一覧に link が見えないようにします) 

4. DFS リンクの ACL を確認する。 

dfsutil.exe property acl ¥¥domain¥public¥link 


グ 




【注意】 ABE で表示されないようにするには、最低限「読み取り」操作ができないように ACL を 
設定する必要があります。 

、 ぶ 
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3.5.2 DFS レプリケーシヨン 

DFS レプリケーシヨンは、複数のサーバー間のフォルダを双ホ向に複製.同巧するマルチマスタレプリ 
ケーシヨンエンジンです。あるサーバー上で生じたを更は、レプリケーシヨングループの他のすべての 
サーバーにレプリケートされます。 
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旧 torage NS の共有領域を管理する 


3.5.2. 1 DFS レプリケーシヨン使用前の注意事項 

-ウイルス巧策ソフトウェアベンダーに問い合わせて、使用するウイルス巧策ソフトウェアが DFS 
レプリケーシヨンをサポートしていることを必ず確認してください。 

DFS レプリケーシヨンと互換性がないウイルス巧策ソフトウェアを使用すると、様々な問題が発生 
する可能性があります。 

-ワークグループでは、 DFS レプリケーシヨンは設定できません。必ずドメインに参加したが態で操 
作してください。 

-レプリケートフォルダは、 NTFS 上にある必要があります。 

-レプリ ケー ト グループのメンバサーバーは、 同じ フォレス ト内であれば同じ ドメイン 内でなくても 
良いですが、異なる フォレストのサーバーを 設定する ことは できません。 

- hardlink とリパースポイントは複製されません。 

• データベース ファイル のように継続的にオープンされ続けて いるファイルは 複製されません。 ファ 
イルが クローズ された後に複製が開始されます。 

• 斤方向の複製はサポートしておりません。 

-同時（または短時間内に)、複製されている複数サーバー上の同じファイルに更新姐巧を行なう運用 
は避けてください。そのような運用では、ナーバー間のレプリケーシ ヨン 時に競合が発生し、最も 
巧しい更新な外は破棄されます。 この 動作はマルチマスタレプリケーシ ヨンを 行なう DFS レプリケ 
ーシ ヨンの 仕様の動作となりますが、更新が破棄されたプログラム（または利用者） の 観点では、 
意図しないファイル破損に見えることがあります。 

-クォータやファイルスクリーンとの共存は可能ですが、な下を注意してください。 

. レプリケートフォルダにある DfsrPrivate 隠しフォルダは、クォータやファイルスクリー 
ンの影響を受けないようにします。 

. ファイルスクリーンを有効にする前に、すべてのレプリケートフォルダ上にスクリーンさ 

れるファイルが存在しないことを確認します。 

- クォータを有効にする前に、クォータを超過したフォルダがないことを確認します。 

- レプリケートによってクォータを超過すると複製が失敗し、その後継続的に複製をリトラ 
イするために、 システム の性能に問題が発生します。 

-ページファイルは複製しないように注意してください。 

• Encryptina File System (EFS) で暗号化されたフアイルは複製できません。 
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ドメインコントローラが Windows Server 2003 R2 な前の OS の場合、 DFS レ プリケー シヨン 
を設定する前に、 ドメインコントローラの Active Directory スキーマを 更新する必要があります。 
Windows Server 2003 R2 インストール CD を 巧って、 スキーマ 操作 マスター 上で 「 adprep.exe 
/forestprepj を実行してください。なお、上記実行後、 iStorage NS での DFS レプリケー シヨン 設定 
時に、 スキーマ 関連の エラーが 表示される場合は、 ドメインコントローラ、 レプリケー シヨンを 行 
うメ ンバサーバーの 順に再起動を行い、数分置いた後で、再度レプリケー シヨンを 設定してくださ 

い。 

新規レプリケーシヨングループの初期レプリケーシヨンの際、プライマリメンバ上のファイルは他 
のメンバサーバー上のファイルよりも優先されます。初期レプリケーシヨン時にプライマリメンバ 
な外のメンバサーバーにファイルが存在すると、予期しないファイル消失が発生することがありま 
すので、あらかじめ別フォルダに移動しておく等の処置が必要です。 
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3.5.2. 2 レプリケーシヨングループの新規作成 

1. 管巧を メニューの [DFS の管理]をクリックします。 画面 左側 コンソールツリーの [レプリケー 
シヨン]をクリックします。画面右側の操作ウィンドウにを種操作項目が表示されますので、[新 
しい レ プリケーシヨ ングルー：/] をクリックします。 


か若まをだ:ユ- 


-laixi 


全胺 

ク 

エクスブ□ー ラ 

エクスブローラをお勒でぎます。 

つマ•ノト •づ □’ ノ ブト 

コマンド ブロンブト紙巧で.きます。 

ペイント 

ベイント雜巧で.きます。 

メモ 餐 

^モ帳を起お！できます。 

コンビュータ①を巧 

コンビュータの管理を起勤でぎます。 

システム 

コンビュータのブロバテイを確認できます。 

Windows ヘルブとヴポート 

Windows ヘル ブとヴボートを起かでぎます。 

巧割/機能 

@ 

共ちと記恒巧のを巧 

SMB 共ち、 NFS みちを管巧できます。 

IIS6.0 マ壬づ * 

FTP 共有を管理でぎます。 

IIS7.0 マ :3 ：ーブサ 

HTTP みちを管巧できます。 

NFS 巧巧ーピス 

NFS ヴーバーを管理できます。 

ADSIX ディタ 

NFS の D マッビングを巧詔でぎます。 

ファイルヴーパーリソースマネージで 

記憶なの容さ制限、惦银モ制限、使用が巧巧詔等がでぎま 
す。 

イ’ノでックスのオプシ 3’ ノ 

ファイルお索稠速化するためのインデックスを言巧で’きます。 

I DFSOD^S 1 

分祗スイルシステムを管!軍できます。 

巧冉阳)を巧 

ブリントヴーバーを管巧できます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [巧しいレプリケーシヨングループウイザード]が起動します。作成するレプリケーシヨングルー 
プの種類を選択し[次へ]ボタンをクリックします。ここでは[化用レプリケーシヨングループ] 
について説明します。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


3. [を前およびドメイン]の画面に切り替わります。[レプリケーショングループのを前]、[レプリ 
ケーショングループのオプションの説明]、[ドメイン]を入力します。[ドメイン]には、現在参 
加しているドメインぶが表示されます。[参照]ボタンをクリックしてドメインを検索して入力す 
ることもできます。入力が完了したら、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. [レプリケーシヨングループのメンバ]画面に切り替わります。[追加]ボタンをクリックし、レプ 
リケーシヨングループのメンバとなる2つが上のサーバーを選択します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


5. サーバーが2をな上追加されたことを確認し、 [ 次へ ] ボタンをクリックします。 



[サービスの 開始]ウインドウが表示されることがあります。 この ウインドウは インストール 直後 
の 初回作成時などに表示されます。 [ OK ] を クリックし、 サービスを 開始します。 


サー e スの巧た 




おちしたサーバーのいくつかで、ウィザードのが了と同時(こ 
DFS レプリケーンヨンサーピスのげおびミ巧されます。該当す 
るサーバー上のサーむは実行中わよ U 自旣じ設定されます。 
サーバーの一匿をま示するけま mm を州ッルてください。 


詳を田⑩》」 


キサンセル J 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


6. [ト ポロジの選択]画面に切り替わります。選択可能な中から ト ポロジを選択します。 [ハブ およ 
び スポーク ]は、 サーバーが 3台な上から選ができるようになります。 ト ポロジを選択し、[ 次へ ] 
をクリックします。 

-[ハブアンド スポーク ]を選択した場合、手順7レ、ブメンバ」画面に進んでください。 

. [フル メッシュ] を選択した場合、手順9「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび 
帯域幅」画面に進んでください。 

. [トポロジなし]を選択した場合、手順10 「プライマリメンバ」画面に進んでください。な 
お、[トポロジなし]を選択した場合、レプリケーシヨングループの作成完了後に操作ウイン 
ドウの[がしいトポロジ]を用いて、別途トポロジを設定する必要があります。 



[トポロジなし]を選択した場合、「警告」ウインドウが表示されます。 [OK] ボタンをクリックし 
た後、「プライマリメンバ」画面に進んでください。 


普告 


"礼た後で、ヵスタムトポロジ漏するまで、レプリトション 


0K 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


7. [ハブメンバ]画面に切り替わります。 

[スポーク メンバ]欄より、ハブメンバにするサーバーを選択し、[追加]ボタンをクリックします。 
ハブメンバを設定したら、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


8 . [ハブ と スポークの 接綺画面に切り替わります。 ハブのメンバを 確認し、[ 次へ]ボタンをクリッ 
ク します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


9. [レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯域幅]画面に切り替わりまず。帯域幅とスケ 
ジュールを設定します。[スケジュールの編竭ボタンをクリックすると、[スケジュールの編集]画 
面が表示されます。スケジュ'—ルの設定は、本書の 【 3. 5.2.5 レプリケ^ーシヨンスケジュー ル 】の 
手順2な降を参照してください。 

完了したら、[次へ]ボタンをタリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


10. [プライマリメンバ]画面に切り替わります。プルダウンメニューからプライマリメンバにするサ 
ーバーを選び、[次へ]ボタンをクリックします。 



r 


V 


【注意】プライマリメンバの設定は、初期レプリケー シヨ ン時のみ利用されます。初巧レプリ 
ケーシヨンが完了後、プライマリメンバと他のメンバの区別はなくなります。新規レ 
プリケー シヨ ングループの初期レプリケー シヨ ンの際、プライマリメンバ上のファイ 
ルは他のメンバサーバー上のファイルよりも優先されます。初巧レプリケー シヨ ン時 
にプライマリメンバな外のメンバサーバーにファイルが存在すると、予期しないファ 
イル消失が発生することがありますので、あらかじめ別フォルダに移動しておく等の 
処置が必要です。 


J 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


11. [レプリケートするフォルダ]画面に切り替わります。[追加]ボタンをクリックして、プライマリ 
メンバのフォルダを選択します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


12. [レプリケートされるフホルダを追加]ウインドウが表示されます。[レプリケートするフォルダ 
の ローカル パス I を入力しまず。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


レプリケーションフォルダ名を選択または入力しまず。また、[アクセス許可]ボタンをクリック 
してください。 

[カスタムのアクセス許可]を選択すると、[アク七ス許可の編集]ボタンが有劾になります。設定 
が完了したら、 [ OKI ボタンをクリックしてください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


13. [レプリケートする フォルダ] 画面に戻りまず。[レプリケート フォルダ] に設定した内容が表示さ 
れていることを確認し、 [次へ] ボタンをクリックしまず。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


14. [他のメンバによる"共有あ"の ローカル パス]画面に切り替わります。[メンバの詳細]欄にメンバ 
になっている サーバー をが表示されていることを確認します。 [ローカル パス]が "< 無効 >" にな 
つているメンバを選択し、[編集]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


15. [編集]ウインドウが表示されます。 [メンバシップ のが態] の [有劾]を選択し、 [フォルダの ロー 
カルパス] を入力します。設定が完了したら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


16. [他のメンバによる"共有か'の ローカル パス]画面に戻り、[メンバの詳細]に ローカル パスが表示 
されていることを確認します。すべてのメンバの ローカル パスを設定後、[次へ]ボタンをクリッ 
クします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


17. 瞬定の確認およびレプリケー ション グループの作剧画面に切り替わります。設を内容を確認し 
[作成]ボタンをクリックします。 
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な レプリケーシヨンクループの化な 
@於バ の巧巧 

な レプリケートフオルタ’へのア化スな巧の試ち 
©レ プリクートフオルタの巧ぶ 
©於 パシップオプジパトの化成 
@ 巧続の巧ぶ 

@ DFS レプリケーションサーピスのがおを更巧し... 




巧設 


スわブ： 

レプリケーンヨンヴルづの瑕目 

るおもよけドタイン 

レプリケーシヨンヴループのタンバ 

トポ□ジの遥巧 

ハブインパ 

/けとスポ-クの巧病 

レプリケーシヨンヴループのスケジ 
ユ-ルわよ職域幅 

プライマリぶ/バ 

レプリケ-卜するフォル巧 

化のゾンバにわける DfsTargetl 
の□一カルバス 

試ちの植涨よ U レプリケーンヨ 
ンヴループの巧ぶ 


の' 


タスク 


巧しいレプリケ-ションヴループウイザ-ドを正冷(こ完了しました。 


I エラ -I 


閉じる似 I 


18. [作成]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成 
されまず。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されまず。[エ 
ラー]タブの画面には、レプリケーシヨングループの作成がエラーになった場合、詳細なエラー 
内容が表示されます。 


新しいレブリケーションヴループウィサード 


巧巧巧巧巧巧巧 
S S S S ち S S 

HD If* 
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19. [お認]画面の[閉じる]ボタンをクリックすると、[レプリケーシヨンの遅延]ウインドウが表示 
されます。 [0 K ] ボタンをクリックしてウインドウを閉じます。 


レブリケーン3シの巧を 


_ ち時間わよむ’ポ-リンク間隔こよって是なります。 


厂 次回力みこの画面をま示しねい ( fi ) 


2日.レプリケーシヨングループが表示されていることを確認してください。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


3.5.2.3 レプリケートフオルダウイザード 

1. 本書の [3.5.1.3 フォルダターゲットを追加す る 】を行った後や、を前空間のフォルダターゲッ 
卜を選択し、[レプリケーシヨン]タブの[レプリケートフォルダウイザード]をクリックすると、 
レプリケーシヨングループ作成のウイザードが起動します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [レプリケートフオルダウイザード]が起動しまず。[レプリケーシヨングループ名]、[レプリケ 
ートフオルダの名前]がすでに入力された状態で表示されます。[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [レプリケーシヨンの対象]画面に切り替わります。[詳綱欄にフォルダターダットが一覧表示さ 
れまず。[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. [プライマリ メンバ]画面に切り替わります。 [プライマリ メンバ]をプルダウンメニューから選択 
し、 [次へ] ボタンをクリックします。 



/ 【注意】プライマリメンバの設定は、初期レプリケーシヨン時のみ利用されます。初期レプリ 



ケーシヨンが完了後、プライマリメンバと化のメンバの区別はなくなります。新規レ 
プリケーシヨングループの初巧レプリケーシヨンの際、プライマリメンバ上のフアイ 


V 


ルは他のメンバサーバー上のファイルよりも優先されます。初期レプリケーシヨン時 
にプライマリメンバな外のメンバサーバーにファイルが存在すると、予期しないファ 
イル消失が発生することがありますので、あらかじめ別フォルダに移動しておく等の 
処置が必要です。 


J 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


5. [トポロジの選択]画面に切り替わります。選択可能な中からトポロジを選択します。[ハブおよ 
びスポーク]は、サーバーが3台な上から選択できるようになります。トポロジを選択し[次へ] 
ボタンをクリックします。 

. [ハブアンドスポーク]を選択した場合、手順6レ、ブメンバ」画面に進んでください。 

. [フル メッシュ] を選択した場合、手順8「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび 
帯域幅」画面に進んでください。 

. [トポロジなし]を選択した場合、手順9「設をの確認およびレプリケーシヨングループの作 
成」画面に進んでください。なお、[トポロジなし]を選択した場合、レプリケーシヨングル 
ープの作成完了後に操作ウインドウの[がしいトポロジ]を用いて、別途トポロジを設をする 
必要があります。 



[トポロジなし]を選択した場合、「警告」ウインドウが表示されます。 [ OK ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


6. [ハブ メンバ]画面に切り替わります。 （ハブ &スポーク選択 時） 

[スポークメンバ] 欄より、 ハブメ ンバにする サーバーを 選択し、[追力 P ] ボタンをタリックします。 
[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


1 . [ハブとスポークの接続]画面に切り替わります。 

ハブのメンバを確認して、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


8. [レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯が幅]画面に切り替わります。帯域幅とスケ 
ジュールを設定します。[スケジュールの編集]ボタンをクリックすると、「スケジュールの編集」 
画面が表示されます。スケジュールの設定は、本書の 【 3.5.2 .S レプリケ^~シヨンスケジユ^— ル 】 
の手順2な降を参照してください。 

完了したら、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


9. 瞬定の確認およびレプリケーシヨングループの作剧画面に切り替わります。設を内容を確認し 
てください。設定内容が正しい場合は、[作成]ボタンをクリックします。 
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タスウ 

もプリケーシヨンヴループの巧]巧 
@ プンバのけ巧 

◎フ オルタ‘たキユリティをを巧します。 
@ レプリクートフオルタの巧ぶ 
@ 枝パシップオプジパトの化な 
@フ オル巧プ□バティをを巧します。 
@ 巧続の巧な 



巧設 


ステ9ブ: 


レプリ ケーシヨ ンヴ ループ わよ U レ 
プリケートフォルタ‘のを前 

レプリケーンヨンの巧ま 

プライマリ於バ 

トポ□ジの进巧 

へつ プンバ 

n ブとスポ-ゥの巧続 

レプリケーンヨンヴループのスケジ 
ユールわよ U をが幅 

試ミ ( D 蹈嫌よ U レプリケーシヨ 
ンクルづのな巧 


の レプリケートフォル巧ウィザードを正巧に完了しました。 
タスク |： L ラ -I 


閒じる似 


10. [作剧ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成 
されます。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。 
[エラー]タブの画面には、レプリケーシヨングループの作成がエラーになった場合、詳細なエラ 
一内容が表示されます。 


11. [確認]画面の[閉じる]ボタンをクリックすると、[レプリケーシヨンの遅延]ウインドウが表示 
されます。 [ OK ] ボタンをクリックしてウインドウを閉じます。 


レブリケー:;ヨシの巧を 



レプリケーンヨンルレーブの於バ(こより巧ぶび脱导されるまで、レブリケーンヨンは開化さ 
れません。実際にかかる時剧ま、 Active Directory ドタインサーピスレプリケーンヨン待 
ち巧間 tectU ポ-リンク間隔によってまなります。 

厂汝回からこの画面をを示しない(己） 


レブリケートフオルタウィザード 


巧な巧巧巧巧 
s S S ち S S 
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12. [レ プリケーシ ヨン] タブに、エントリ（レプリケートフオルダ）が表示されていることを確認し 
てください。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


3.5.2.4 ぶ前空間での共有と公開 

DFS 名前空間にホ公開の レ プリケー シヨン グループを公開および共有する場合は、この操作を行います。 

1. 画面左側コンソールツリーより、共有を公開するレプリケーシヨングループをクリックします。 
[レプリケートフオルダ]タブをクリックし、[公開の状態]が「未公開」となっているエントリを 
選択します。 

画面右側操作ウィンドウにを種操作項目が表示されますので、[名前空間での共有と公開]をクリ 
ックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. 「レプリケートフォルダの共有と公開ウイザード」が起動します。レプリケートフォルダの公關 

方法を選択します。 

• [レプリケートフォルダを名前空間で共有および公開する] 

• [レプリケートフォルダを共有する] 

のいずれかを選択し、[次へ]ボタンをクリックしまず。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [レプリケートフォルダの共有]画面に切り替わります。[詳細]欄の [アクション] 列を確認してく 
ださい。必要に応じて、[編集]ボタンをクリックして新しい共有フォルダをと共有フォルダのア 
ク七ス 許可を変更および確認します。 
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4. [編集]ボタンをクリックすると、[共有の編集]ウインドウが表示されます。[次の共有フォルダを 
巧用]の欄は[新規]が選択されていますので、共有フォルダをを入力します。 

[巧しい共有フォルダのアクセス許可]は必要に応じて選択します。アクセス許可をカスタマイズ 
するには、[すべてのユーザー：カスタマイズされたアクセス許可】を選択し、[アクセス許可の編 
集]をクリックします。[共有のアクセス許可]ウインドウが表示されますので、アクセス許可を 
編集してください。編集が終了したら [0 K ] ボタンをクリックします。「レプリケートフォルダの 
共有」画面に戻ります。 
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5. [レプリケートフォルダの共有]画面で[次へ]ボタンをクリックすると、[名前空間のパス]画面に 
切りをわります。 

※この画面は、「公開ホを」で[レプリケートフォルダを名前空間で共有および公開する]を選択 
した場合に表示されます。[レプリケートフォルダを共有する]を選択した場合は、手順8「設 
定の確認およびレプリケートフォルダの作成」画面に切り替わります。 
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6. [名前空間での親フォルダ]に既存の名前空間および作成する名前空間のフォルダを入力しまず。 
[新しい名前空間]をクリックして、新たに名前空間を作成して、設定することもできます。設定 
が終わったら [0 K ] ボタンをタリックしてウインドウを閉じます。 
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7. [名前空間のパス]画面に戻ります。[名前空間での親フォルダ]の表示内容を確認してください。 
[次へ]ボタンをクリックします。 
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8. 瞬定の確認およびレプリケートフォルダの作烟画面に切りをわります。設定内容を確認してく 
ださい。設定内容が正しい場合は、[共有]ボタンをクリックします。 
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タスク 

〇| 巧ちフオルタをながします。 

〇フ オルタを巧ぶします。 

⑩ レプリケートフオルタを化巧しまも 
@ ブン"シップがヴけ卜を更巧します。 


を 


巧設 


スゎブ： 

た開方法 

レプリかートフオルタの巧ち 

をおま間のパス 

記ちの 巧 誌!もよ U レプリケートフ 
オルタの共ち 

お記 


( A * レブリケ—トフォルタの其ちとた閱ウィザードを正巧に完了しました。 
々ス。 I エト I 


も化る似 I 


9. [共有]ボタンをクリックすると、帷認]画面に切り替わり、レプリケートフォルダが作成されま 
す。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。エラー 
が発生した場合は 、 f エラー]タブを確認してください。 


レブリケートフォルタのみちとた巧ウィザード 
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10. [確認]画面の[閉じる]ボタンをクリックして、「レプリケートフォルダの共有と公開ウイザード」 
画面を閉じます。 

[レプリケート フォルダ] タブの「公開の状態」が [を 前空間に公開]と表示されていることを確認 
します。(を前空間に公開した場合のみ表示されます。共有のみ作成の場合はま示がをわりません。） 
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3.5.2.5 レプリケーシヨンスケジュール 

1. 画面左側コンソールツリーにて、スケジュールを編集するレプリケーシヨングループをクリック 
します。 

画面右側操作ウインドウにを種操作項目が表示されますので、[レプリケーシヨングループスケジ 
ユールの 編集]をクリックします。 
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2. [スケジユ I —ルの編集]ウインドウが表示されます。現在のスケジュ'—ルの設をが況が表示されま 
す。[基本 スケジュール] のプルダウンメニューからスケジュールを選択します。曜日と時間が表 
示されているマス目を選択するか、ドラッグして範囲指定します。[帯也で幅使用率]のプルダウン 
メニューから回線状況に応じた帯が幅を選択するか、 [レ プリケー ション なし]を選択します。 
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0:00 

0:00 

24時間 

0:00 

0:00 

24時間 

0:00 

0:00 

24時間 

0:00 

0:00 

24時間 

0:00 

0:00 

24時間 

0:00 

0:00 

24時間 

0:00 

0:00 

24時間 


お加(の...」編集(巳..」 削除(巧I 

0K IキサンセルI 

-- ん 

4. 設をが終わったら、 [0 K ] ボタンをクリックし、ウィンドウを閉じます。[スケジュールの編集] 
ウィンドウに戻り、設を内をを確認します。 

5. [ OK ] ボタンをクリックして、[スケジュールの編集]画面を閉じます。 


«詳も田(岛 


3. [詳細]ボタンをクリックすると、スケジュールの詳細が一覧表示されます。設化内容を編集およ 
び確認してください。なお、[追加]ボタンまたは[編集]ボタンをクリックすると、15分刻みで 
スケジュールの設定が可能です。 


田! スケ5 ユールの€ 集 


き本スケジュール域I勃卽がンパの□一カルタイム 


] 


4 


8 10 12 14 16 18 如 22 24 


すべて 
日远日 
月巧日 
I 义巧日 
水巧日 
木巧日 
を逗日 
±畦日 


を巧侣ほ巧牢(を：天 



託ち田の 

T 


了開化時刻 I が了時刻 


Tlil" 


T を巧幅 


質獻 


日曰 B B B B 日 
店店一昭 m | j 巧 
日月乂水木を± 
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3.5.2.6 今すぐレプリケート 

レプリケーションスケジュールを無視して、強制的にすぐにレプリケートを開始することができます。 

1. コンソールツリーから、レプリケーシヨングループを選択し、[接綺タブをクリックします。 

2. メンバをクリックし、画面右側操作ウインドウの[今すぐレプリケート]をクリックします。 



3. [今すぐレプリケート]ウインドウが表示されます。[スケジュールよりも優先する]を選択し、[継続時 
間]と[帯巧幅使用率]を選択して [ OK ] ボタンを押します。 


今すぐレブリケート 


掛言インバ域： ド正反开 

勃言ブンバ做 IFILESV 2 


現なのスケジュ-ル ( Q ): 阳巧のスケジュール 

帯域幅ほ巧牢(を： [ Tel ^ 


G スかづ1 ー ルよ0も煩ホザる (0) 
地続時間(の： 

帯域幅ほ巧牢(が： 




防 


巧巧のスケジュールを保巧する山） 
~ を職輔牢(ゆ 



] 


OK ] キサン t ル I 
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4. [スケジュールが正常に上書きされました]ウインドウが表示されるので、 [0 K ] ボタンをクリックし 
ます。 
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3.5.2.7 診断レポートの作成 

1. 画面左側コンソールツリーにて、診断レポートを作成するレプリケーシヨングループをクリック 
します。 

画面右側操作ウィンドウにを種操作項目が表示されますので、[診断レポートの作成]をクリック 
します。 
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2. [診断 レポート または テストの 種割の画面が表示されます。[状態 レポート]、 [伝達 テスト]、 [伝 
達 レポート] から1つ選択します。 な 降、[状態 レポート] の実行例を記述します。 
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3. [レポートの パス]と [レポート 名]に既定の値が設定されていまず。必要に応じて変更して[次 
へ1ボタンをクリックします。 
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4. [含めるメンバ]画面に切り替わります。[含めるメンバ]にメンバサーバーをが表示されます。除 
外するメンバがある場合は、メンバサーバー《を選がし、[削哟ボタンをクリックします。[次へ] 
ボタンをクリックします。 
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5. [オプション] 画面に切り替わりまず。[ウィザードでバックログファイル数を計算します か?] では、 

- はい、このレポートでバックログファイル數を計算します 

- いいえ、このレポートでバックログファイル黨:を計算しません 
のいずれかを選択してください。 

[メンバごとにレプリケートファイル築:とそれぞれのサイズを計算]は必要に応じてチェックを入 
れます。[次へ]ボタンをクリックします。 
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6. [設定の確認およびレポートの作剧画面に切り替わります。設定内容を確認し、[作剧ボタンを 
クリックします。 



f - \ 

【注意】診断レポートがエラーになった場合、陥認]画面に切り替わります。[タスク]タブの画 
面の巧目に「 X 」マークが表示されます。[エラー]タブの画面には、詳細なエラー内容 
が表示されます。内をを確認の上、設定を見直し、再を作成してください。 

手順6で[正常に完了したウイザードを閉じる]のチェックを外すと、彰断レポートが 
正常に作成された場合でも、随認]画面が表示されます。 

V J 
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7. 初回実行時には、な下のような Internet Explorer のウインドウが表示されます。陡加]ボタンを 
クリックします。 


Internet Explorer 


〇 


下じま示されている Web サイトのコンテンツは 、 Internet 
Explorer t キュリティな化の巧麻こよってブ□ッウされていま 
す。 

aboutinternet 


閉じる份 


[7 Web サイトの]ンテン、畑ブ□ックされる時は、このか t づを表示するめ） 
Inte … et Explorer わキ i りティ弓が卜.の巧がの詳細を去志 I ，ます。 


この Web サイトが言巧している巧合、信瓶ちみサイトの y - シにお加 
すると、ほいレベルの t キュリティでサイトを実巧できます。この Web サイ 
卜が□—カルイントラネットじある巧合、へ!けの i が月をを賜して、□-力 
ルイントラネットのリ-ンにサイトを适加してください。 


追加 ( A ).. 


シテンツはほいレベルの t キユリテイで実行されます。これは Internet Explorer などのすべて 
のアブリクーン3ンじき逃します。 


[信頼巧みサイト]ウインドウにて、陡加]ボタンをクリックし[閉じる]ボタンをクリックしま 
ず。 
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8. [DFS レプリケー シヨンの 状態レポート]が表示されます。 
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3.5.2.8 競合発生時の挙動 

複数のサーバーで同時にファイルが更新されると、競合が発生します。 

DFS レプリケーシヨンは、競合を解みするために、な下のような処モ里を行ないます。 

• ファイル内容の競合の場合：最後の更新を優先し、それな外の更新は不採用にします。 

• を前の競合の場合：最初の更新が優先され、それな外は不採用にします。 

競合の解みの結果、不採用になったファイルやフォルダは、レプリケートフォルダの配下に存在する 
『DfsrPrivate¥ConflictAndDeleted』 フォルダに移動されます。 

なお、 『DfsrPrivate¥ConflictAndDeleted』 フォルダにファイルが移動するときにファイル名が変更されます。 

元のファイル名との対■応は、 『DfsrPrivate¥ConflictAndDeletedManifest.xml』 ファイルに記録されています。 

【注意】 DFS レプリケーンヨンが自動的に行なう競合の解決:は、不採用になった更新の実行者の 
観点からは予期しないファイル破損と解釈される可能性があります。 

よって、 DFS レプリケーシヨンを利用する際は、競合が発生しないように運用で回避す 
る必要があります。 

【注意】レプリケートフォルダの配下の 『DfsrPrivate』 フォルダは隠しフォルダになっているた 
め 、エクスプロ I —ラの表示設定によってはファイルー覧に表示されません。 

また、 『ConflictandDeleted』 フナルダには、 Administrators グループしか参照できない 
ACL が設をされています。 

V J 


^ - 

【注意】 『ConflictAndDeleted』 フォルダ内に保持できるファイルサイズは、デフォルトで 660MB 

までになっています。ディスク巧用量がこの値に近づくと 『ConflictAndDeleted』 フオル 
ダ内のファイルは自動的に削除されます。 

V J) 
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3.6 ディスクスペースを有効活用する 


Single Instance Storage ( SIS ) は検出された同ーボリューム内の同ーファイルの物理的なコピーを 1 
つだけ保持することでサーバーのディスタ領域を節約します。 


/ 【注意】 


V 


SIS を有効にすることで、 OS の機能やアプリケーションに影響が出る場合があり 
ます。幻 S をご利用になる場合は、他のソフトウェアとの複合的な動作確認をホ分 
に行った上で、使用してください。特にな下の注意が必要です。 

-ウイルス対策ソフトウェア製品をご利用の場合 、 S にに対応していることをベ 
ンダーに確認してください。 

. バックアップソフトウェア製品をご利用の場合 、 S にに対応していることをベ 
ンダーに確認してください。 

- ディスククォータ機能とは両立できません。 

. ファイルサーバーリソースマネージャのクォータ 機能とは両立できません。 

,ファイルサーバーリソースマネージャの 記憶域 レポート 機能で、正しい使用量 
が報告されません。 




J 


な — 

【注意】本機能は NS 500系のモデルでのみご利用になれます。 


本章では幻 S の導入.管理について説明します。 

SIS の操作は、コマンドプロンプトから SISADMIN . EXE にて行います。 
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3.6.1S にの概要 

S にドライバに含まれている S に groveler はサーバー上に重複したファイルを検出すると、元のファイ 
ルを S に common store にコピーし、ファイルが元あった攝所にはリンクファイル（リパースポイント） 
を残します。このリンクを S にリンクといいます。 S にリンクには、元のファイルの現在の場所、サイズ、 
属性などの情報が格納されています。サーバーに重複ファイルが含まれる場合、これらの重複ファイルは 
SIS common store にコピーされるため使用されるディスク領域は少なくなりまず。 

S にリンクされているファイルを変更したり内容を置き換えたりした場合、 S にリンクは削除されて S に 
common store 内のバッキングフアイルのコピーに靈更を加えたものと置き換えられまず。 


グ 




【補足】 S に common store は、 S にをインストールしたボリ 
ステムのみがアク七スできる隠しフォルダです。 


-ムのルートに作成される、シ 


V 




その他に S にリンクにはが下のような特徴がありまず。 


• S にリンクの対象は 32 KB な上のファイルとなります。 

• S にリンクされたファイルは[右クリック]一[プロパティ]一[全般]でディスク上のサイズが 
4 KB と表示されます。 

• S に common store 内のバッキングファイルはそのファイルに巧する S にリンクの最後の 1 つが削 
除されるのと同時に削除されます。 
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3.6.2 S にの導入 


SIS を巧用するためには、ボリュームごとに S 旧をインストールする必要があります。 

ボリュームに SIS をインストールすると、ボリュームの直下に SIS common store フォルダが作成され 
ます。そのボリュームを S 旧ボリュームと呼びます。 

なお、 S にを導入するためには巧象ボリュームが NTFS ファイルシステムであること、システムボリュ 
ームな外のボリュームであることが必要となります。 


/ 【注意】 


一度 S にを導入したボリュ'ーム （ S に ボリュ'ーム）を非 S に ボリュ'ームにおす方法 
は、フォーマットのみです。 

S に 化するボリュームの数は 20 までにしてください。 

ディスククォータが設定されているボリュームを幻 S 化しないでください。 
ファイル サ' —ノく ■ ー リソ ■ ースマネ'ー ジャの クォ'ータが設定されているボリュ' —ム 
を S に化しないでください。 

ファイルサーバーリソースマネージャで記憶域レポートを生成する必要がある 
ボリュームを S に 化しないでください。ディスク使用量が正しく報告されない場 
合がありまず。 
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ボリュームに 幻 S をインストールする手順をな下に記述します。 

1. 管巧者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. "sisadmin /i <ボリュームを >" と入力して enter キーを押下します。これにより、ボリュームの 

直下に 幻 S common store フォルダが作成され 、 S に groveler も開始されます。 


固をミを：コマンドブ□ンブト - cmd - cmd 目因因 


C：¥>sisadrfiin /i K ： 

S にはボリューム’い’上で巧巧化されています。 
じ roveler サーピスぞ再開しています.-. 

[::¥>■ 


同様の操作は、な下のように[共有と記憶域の管理]画面でも実行可能です。 

1. 管理者メニューから[共有と記憶域の管理]を起動し、中央ウインドウの[ボリューム]タブを 
クリックします。ボリュームを選択し、操作ウインドウの [プロパティ] をクリックしまず。 
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2. [ボリュームのプロパティ]ウィンドウが開きます。[詳細設を]タブにある[このボリュームで 
S にを有効にする]チェックボックスを有効にすることで、選択したボリュームに巧し S 旧をイ 
ンストールおよび有効化することができます。 
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3.6.3 S にに関する情報の表示 


SIS についてな下のような情報を表示させることができます。 


• S にがインスト ' —ルされているボリュ' —ム 

• S にが制御しているファイルの一覧 

• ボリューム上の S に使用量についての情報（節約したディスク容量も含む) 
1) S にがインスト ' —ルされているボリュ ■ —ム ー ■覧の表示 

1. 管理者メニューからコマンドプロンプトを起動します。 


2. " sisadmin " と入力して enter キーを押下します。コマンドの説巧表示の後ろに、ボリュームー覧 


が表示されます。 


ちまを： コマンド ブ □ン ブト 


西 因 因 


| C：¥>sisadmin 


: ： ISA 0 MIN !：/m <ヴーバー >] [コマンド] 


W 巧苯バ: 


/ I 〈ボリューム〉 


バ[ボリューム] 
/b [ボリューム] 


か[ボリューム] 
/e [ボリューム1 
/d [ボリューム: 

/v r ポ U ，一八 


[ボリューム] 


... ~ ム. 

/I [ボリ 
/s くファイル> 

/u くボリューム〉 


巧用ちまをま示します 

ボリュームに S にをインストールします 

ボリュームで巧に SIS がほ用されている場合は、ボリュームの 

巧巧のファイルとちか/無巧のがおびな持されます 

ポリューム上の Grovel がサービスをフォアグラウンドモード 

に設定しまず 

ボリューム上の Groveler サービスをバックグラウンドモード 
に設定します 

フルスキャンを胡化します 

ボリューム上の Groveler ヴービスをちかにして開始します 
ポリューム上のむ oveler サービスを信止して無かにします 
ボリュームを分がしてを巧の S にのほ巧が況ぞ調べます 
SIS によってお脚されたファイルを一度ま示します 
SIS ファイルの If き報をま示します 

指定したボリューム上の Groveler ヴービスを巧止して無な} 
にし、そのボリューム上のすべての S にファイルを巧巧の 
ファイルに変換します 


|1が 月： 


[ボリューム] 


ボリ ュームぞ 指ちしなし峭合は、指ミした サー J 一のすべてた） 
SIS ボリュームで巧巧び実巧されます。 


〈ボリューム〉 


かなくとも1つのポリュームを指ちず％ぶ要があります。0 


<フアイル> 


をファイルの完をなローカルバスを艳定してください。 


/m くサーバー> 


おミしなし喘含はロー カルサー J 卜び巧 ffl されます。 


3 IS ボリこ 
が態 


ームぞ一度表示しています： 
モード 


バックグラウンド 
バックヴラウンド 
バックグラウンド 
バックグラウンド 


H ：¥ 

F ：¥ 
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2) S 旧が制御しているファイルー覧の表示 


1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 


2. " sisadmin/l <ボリュームあ >" と入力して enter キーを押下します。 


回官理を：コマンドブ□シブト -cmd - cmd 目回 口 


[::¥>sisadmin /I K : 

ボリューム ’ K :’ 上の SIS によって制御されたファイルを一居表示しています。 
5 df 298 b 2- abcb -11 de -864 e -00241 d 3 dc 7 b 5 .sis <- K :¥ テストファイル1 .txt 
5 df 298 b 2- abcb -11 de -8 G 4 e -00241 d 3 dc 7 b 5 .sis <- K :¥ テストファイル2 .txt 
2個の S にによってホ腳されたファイルびボリューム ’ K :' 上に見つかりました。 


!；：：¥>_ 


3) SIS 情報の表示 

1. 管理をメニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. " sisadmin /V <ボリュームを >" と入力して enter キーを押下します。 


因を理を：コマンドブ□シブト - cmd - cmd 目回因 


C：¥>sisadmin /v K ： 

ボリューム ’ K :’ をが析しています。 

: ilS Common Store ディレクトリをみ巧しています . 

SIS Common Siiore ディレクトリぞみ析しています...1げ処理巧みです。完了しました。 

再お析ポイントを分巧しています... 

ち賠析ポイントをみ巧しています ... 2び化巧巧みです。0は招巧されませんでした。完了しました。 


1 

0 

261 KB 

!'：：：¥>. 


J 一 ’ じノ JM/I レ "w V • んプ • •. 

データを分巧しています...完了しました。 

二== NS 28 P 上のボリューム ’ K :’ のみ巧=== 
其巧ストアファイル： 

リンクファイル： 

アクたスできないリンクファイル： 

巧巧されたスペース： 
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3.6.4 すべての S にボリュームで groveler を有効/無効にする 

ナーバーマネージャの GUI にてボリューム単位に groveler の有効/無効を設定できますが、一度の操作で 
すべての既存 幻 S ボリュームにえホして groveler の有効/無効を設定する場合は sisadmin コマンドを f をいま 
す。 

groveler は NTFS 上にある同一のファイルを検索、結合しますので、 groveler を無効にすることで新し 
い S にリ ンクが作成されなくなります。 

ただし、 groveler を無効にしてもすでに作成された S に リンクは削除されません。 

必要に応じて有効/無効の切替えを行つてください。 

手順はな下の通りです。 

1) すべての SIS ボリュームで groveler を有効にする 

1. 管巧者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. "sisadmin / e " と入力して enter キーを押下します。 


I 回をまを：コマンドブロンブト- cmd - cmd 


C:¥>sisadtnin /e 
ボリューム ’ E :¥’ _ 
ボリューム ’ K :¥’ J 
ボリューム ’ H :¥’ J 
ボリューム ’ F :¥’ J 

この Groveler サービスぞち夕かこしています。 

この Groveler サービスをち知 I こしています。 

この Groveler サーピスぞ有かにしています。 
t の Groveler サービスをちかにしています。 


C ：¥>. 
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2) すべての S にボリュームで groveler を無劾にする 

1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. "sisadmin / d " と入力して enter キーを押下します。 


1回をまを：コマンドブ□ンブト- cmd - cmd 


C：¥>sisadmin /d 
ボリューム ’ E :¥’ J 
ボリューム ’ K :¥’ J 
ボリューム ’ H :¥’ J 
ボリューム ’ F :¥’ J 

との Groveler サービスを無かにしています。 

この Groveler サービス重お細こして（、ます。 

ヒの Groveler サービスをおタカにしています。 

との Groveler サービスを巧巧にしています。 






/T 


V 




【'注意】 これらの操作では、 S にをインストールしていないボリ 
ストールされることはありません。 


-ムに自動的に幻 S がイン 
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3-6.5 フォアグラウンドモード/バックグラウンドモードの切替え 

システムの負荷が高くないときに g reveler を動作させるモードを「バックグラウンドモード」 
groveler を最大のパフォーマンスで動作させるモードを「フォアダラウンドモード」といいます。 
groveler が「フォアグラウンドモード」で処理を完了すると、レくックグラウンドモード」で通常の処理 
を再開します。 

必要に応じてモードの切替えを行ってください。 

手順はな下の通りです。 

1) フォアグラウンドモードに設定する 

1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. " sisadmin が < ボリューム名 >" と入力して enter キーを押下します。 


回管まを：コマンドブ□シブト -cmd - cmd 目因口 

C：¥>sisadmin /f K ： 

ボリューム ’ K :’ 上の Groveler サービスをフォアグラウンドモードに設ミしています。 

〔::¥>. 
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2) バックグラウンドモードに設定する 

1. 管巧者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. " sisadmin 化 <ボリュームぶ >" と入力して enter キーを押下します。 
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3.6.6 S に化されたファイルを通常ファイルに戻す 

【注意】 ファイルが破損することがありますので、この操作を行なう前に、ウイルス巧策ソ 
フトウエアを無効にしてください。 

V J 

な下の手順で指定したボリュームの groveler を無効にし、 SIS 化されたファイルを通常ファイルに戻す 
ことができます。 

1. 管巧者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. "sisadmin /u <ボリュームぶ>"と入力して enter キーを押下します。 


因宫理を：コマンドブ□シブト - cmd - cmd 目回口 


C：¥>sisadmin /u K ： 

ボリューム ’ K :’ 上のすべての SIS リンクを巧巧のファイルにを換しています。 
ボリューム ’ K :’ 上の Groveler サービスをお巧にしています。 

SIS リンク K :¥ テストファイル 2. txt を巧巧のファイルにを換しています。 

3 IS リンク K :¥ テストファイル1 . txt ぞ巧巧のファイルにを巧しています。 

ボリューム ’ K :’ 上の2個の SIS リンクファイルび巧苗のファイルに変換されました。 

!：：:¥>_ 


【注意】 


V 


- 

この操作ではドライブのルート直下に存在する S に common store フォルダは削除 
されません。 

ボリューム容量に十分な空きがない場合、通常ファイルへの変換が失敗します。 
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3.6.7 他機能への影響 

SIS を有効にすることで、な下の機能に影響が出る場合があります。 


1) ファイルサーバーリソースマネージャのクォータ 

SIS と同時に{ま用することはできません。 

2) ディスククォータ 

SIS と同時に巧用することはできません。 


3) ファイルサーバーリソースマネージャの 記憶域 レポート 

ファイルサーバーリソースマネージャ ( FSRM ) で S に化されたボリュームの巧用量を正しくユー 
ザーに通知しない場合があります。 


戸、 

【注意】上記項目な外の機能•ソフトウェアでも、何らかの影響が出る可能性があります。 

SIS をご利用になる場合は、他のソフトウェアとの複合的な動作確認を充分に行つ 
た上で、使用してください。特に、ウィルス巧策ソフトウェア製品とバックアップソ 
フトウエア製品は S 旧 に巧応していることを必ずご確認ください。 
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3.6.8 S にの注意事項-制限事項 

• SIS は機密データには使用しないでください。 

な下のマイクロソフト社のサポート技術情報を参照してください。 

Sinale Instance Storage ( SIS ) should not be used for sensitive information 
http :// support . microsoft . com / kb / 969199 口010年 9 月 10 日現在） 


• S 旧化されないファイルが存在します。 

暗号化ファイルシステム 作 FS ) で暗を化されたファイルやスパースファイルは、 S に の対象外です。 

• ドライブレターの変更後に Groveler サービスがボリュームを認識できない場合があります。 

S にが有効になっているボリュームのドライブレターをを更すると、 Groveler サービスはその新し 
い設ををすぐには認識できない場合があります。この問題を修正するには、 sisadmin . exe /I コマン 
ドを使用してください。 

• ウイルス対策ソフトウェアがインストールされている場合、 S 旧化ファイルを通常ファイルに戻す 
際にデータが破壊される可能性があります。 

SIS 化されたファイルを通常ファイルに戻す処 a の前にウイルス巧策ソフトウェアでの保護を無効 
にし、処 a が終わり次第、ウイルス巧策ソフトウェアを有効にしてください。 

• S 旧化するボリューム数の上限 

S に 化するボリューム数は 20 な内にしてください。 
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